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茶
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義
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一
、
両
密
法
華
法
の
本
尊
の
雑
乱

末
法
に
於
け
る
法
華
経
の
行
者
と
し
て
宗
祖
の
弘
通
は
、
開
宗
以
来
諸
法
実
相
紗
に
所
詞
「
地
泊
の
菩
薩
の
出
現
に
非
ず
ん
ば
唱
へ
が

た
き
題
目
」
（
七
二
七
〉
と
、
佐
後
の
「
仏
滅
後
二
千
二
百
二
十
余
年
一
間
作
提
未
官
有
大
目
安
茶
維
」

提
第
一
の
本
尊
」
（
吉
川
）
と
、
法
華
取
要
紗
に
「
本
円
三
法
門
型
一
立
之
－
一
四
天
四
海
一
同
妙
法
蓮
華
経
広
宣
流
布
無
レ
疑
者
歎
」

等
と
見
え
る
。
安
国
論
に
所
謂
「
三
界
仏
国
」
と
仰
せ
ら
れ
た
る
、
本
門
の
戒
壇
完
成
即
ち
建
立
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
而

（
目
安
茶
羅
の
讃
文
）
即
ち
「
一
閤
浮

( 1 ) 

〈
八
一
八
）

し
て
か
く
の
如
き
報
恩
紗
に
「
末
法
の
た
め
に
仏
留
め
置
き
給
ふ
、
迦
葉
・
阿
難
等
、
馬
鳴
龍
樹
等
、
天
台
伝
教
等
の
弘
通
せ
さ
せ
給
は

ざ
る
正
法
」
〈
一
二
四
四
〉
た
る
三
大
秘
法
の
弘
通
は
、
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
d

に
出
家
修
学
の
動
機
を
述
べ
ら
れ
て

皆
人
の
習
は
せ
給
ふ
事
な
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
を
た
の
み
奉
り
、
幼
少
の
時
よ
り
名
号
を
唱
へ
候
し
程
に
、
い
さ
L

か
の
事
あ
り
て
、
此

事
を
疑
ひ
し
故
に
一
の
願
を
お
こ
す

と
述
べ
ら
れ
て
、
南
都
の
六
宗
、
平
安
の
真
言
・
天
台
の
二
宗
、
鎌
倉
の
禅
・
浄
土
の
十
宗
を
挙
げ

此
等
の
宗
々
の
枝
葉
を
ば
、
こ
ま
か
に
習
は
ず
と
も
、
所
詮
肝
要
を
知
る
身
と
な
ら
ば
や
と
忠
ひ
し
故
に
、
随
分
に
は
し
り
ま
は
り
て



十
一
一
十
六
の
年
よ
り
三
十
二
に
至
る
ま
で
二
十
余
年
が
問
、
国
々
寺
々
あ
ら
あ
ら
習
ひ
回
り
し
程
に
、

一
の
不
思
議
あ
り
。
我
等
の
は

か
な
き
心
に
推
す
る
に
仏
法
は
－
味
な
る
べ
し
。

三
五
五
三
）

等
と
述
べ
ら
れ
て
、
天
台
伝
教
の
弘
め
残
せ
る
神
力
別
付
の
一
大
秘
法
た
る
題
目
に
依
て
建
長
の
開
宗
と
な
り
。
爾
来
専
ら
法
然
の
念
仏

を
無
間
業
と
し
て
折
破
し
、
佐
後
に
至
っ
て
本
尊
を
莫
定
せ
ら
る
」
に
当
っ
て
、
矛
を
両
密
の
折
破
に
向
け
た
が
、
就
中
そ
の
根
源
を
一

行
の
大
日
経
疏
に
、
所
謂
「
今
此
本
地
之
身
又
是
妙
法
蓮
華
最
浄
秘
処
」

（
正
戯
三
九
、
六
五
八
〉

等
の
釈
に
発
す
る
顕
密
雑
乱
に
あ
り

と
な
し
。
た
め
に
撰
時
紗
に
は
「
善
無
畏
一
行
を
う
ち
ぬ
い
て
」

（一

O
一
二
四
〉
等
と
、

一
行
の
大
日
経
疏
著
作
の
顕
末
を
詳
述
し
、
就
中

ー
当
時
の
権
実
顕
密
の
雑
乱
に
就
て

日
蓮
は
真
言
・
禅
宗
・
浄
土
宗
の
元
祖
を
三
虫
と
な
づ
く
、
又
天
台
宗
の
慈
党
・
安
然
・
慧
心
等
は
、
法
華
経
・
伝
教
大
師
の
師
子
の

身
の
巾
の
三
虫
な
り
。
此
等
の
諸
法
の
根
元
を
た
Y
す
、
日
蓮
に
あ
だ
を
な
せ
ば
；
：
：
災
夫
も
大
に
起
る
な
り
。

（一

O
五
一
）

( 2 ) 

等
と
、
特
に
一
行
の
流
を
汲
め
る
台
密
の
覚
・
証
・
然
の
顕
密
雑
乱
を
指
摘
せ
ら
れ
し
如
く
、
佐
後
の
本
尊
莫
定
に
当
っ
て
は
、
一
行
に
発

し
特
に
法
華
唯
一
の
密
軌
た
る
、
不
空
の
歓
智
儀
軌
を
回
る
当
時
の
両
密
の
法
華
法
の
本
尊
の
雑
乱
を
指
摘
せ
ら
れ
、
真
の
法
華
経
の
本

尊
造
立
の
た
め
の
破
邪
顕
正
が
、
佐
後
弘
通
の
中
心
で
あ
っ
た
。
か
く
の
如
き
当
時
に
於
け
る
両
密
の
本
尊
雑
乱
の
事
実
は
、
果
密
の
覚

禅
（
一
一
四
三

l
一
一
二
七
）

の
党
禅
紗
一
二
八
巻
〈
仏
全
四
五
l
五
一
〉
。
並
に
台
密
の
承
澄
三
二
O
五
二
一
八
二
〉

の
阿
裟
締
紗
二

二
八
巻
（
仏
全
、
三
五
l
i
四
一
）
、
静
然
（
一
一
五
二
）
の
行
林
紗
八
二
巻
（
正
蔵
七
六
）
等
、
宗
祖
と
粗
ぼ
同
時
代
の
不
諸
紗
に
徹
し
て
明
か

で
あ
る
。

巳
下
是
等
の
諸
紗
に
見
ゆ
る
顕
密
雑
乱
の
要
点
を
挙
ぐ
る
な
ら
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

件
阿
裟
縛
紗
に
依
る
に
不
空
の
儀
軌
は
、
添
口
開
法
華
に
依
り
不
空
に
依
て
造
ら
れ
た
る
密
軌
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
目
安
茶
羅
は
胎
蔵
畏
茶



羅
に
習
ひ
、
宝
塔
品
に
依
り
「
中
胎
二
仏
並
坐
、

八
葉
文
殊
等
語
化
八
菩
薩
、

四
隅
舎
利
弗
等
四
大
声
聞
」
諭
伽
修
法
は
寿
量
品
の
無

量
寿
命
決
定
如
来
の
真
言
に
依
る
故
に
、

「
本
謹
二
門
之
説
白
叶
－
一
両
部
大
法
之
意
こ
仏
全
三
七
二
八
九
。
行
林
紗
七
六
一
二
七
）

等
と

不
空
の
儀
軌
を
二
門
両
部
合
成
と
解
す
る
こ
と
。

二
元
来
ム
口
密
に
於
て
は
釈
迦
大
日
同
体
説
、
東
密
に
は
別
体
説
な
る
も
、
何
時
し
か
か
』
る
通
念
を
越
え
て
、
東
山
知
の
党
禅
紗
に
は
寿

置
口
聞
の
釈
迦
を

「
大
日
三
世
常
住
之
義
」

又
は

「
大
日
所
変
之
釈
迦
」

（
仏
全
四
六
一
却
炉
）

等
と
、

ム
ハ
宥
義
に
依
て
一
貫
せ
ら
る
h

に
至
れ
る
こ
と
o

E
右
の
如
き
義
は
一
行
の
疏
に
発
し
、
就
中
台
密
智
液
の
作
と
称
せ
ら
る
h

蓮
華
三
昧
経
即
ち
妙
法
蓮
華
秘
宿
三
摩
耶
経
（
不
空
訳
、

続
賊
第
三
套
五
四
O
九）

に
総
別
二
釈
あ
る
中
別
釈
中
、
宝
塔
品
は
全
く
儀
軌
の
目
安
太
店
経
に
依
り
、
寿
日
民
品
の
下
に
至
っ
て
は
、
中
胎

の
二
仏
を
両
部
大
日
一
体
の
変
化
身
た
る
無
長
寿
決
定
如
来
と
な
し
、
此
に
顕
密
雑
乱
の
中
尊
が
釈
成
せ
ら
れ
、

「
妙
法
蓮
草
久
遠
実

( 3〕

成
如
来
、
本
来
多
宝
塔
中
湛
然
常
住
、
無
長
寿
決
定
如
来
、
法
界
定
印
」
と
説
き
、
そ
の
頭
上
宝
冠
に
二
仏
左
釈
迦
即
胎
蔵
大
目
、
右

多
宝
即
金
剛
大
日
を
安
し
、
八
葉
の
四
方
は
上
行
等
本
化
四
菩
一
階
、

四
錐
は
普
賢
等
越
化
四
菩
薩
を
安
し
、
釈
迦
大
日
一
体
の
決
定
如

来
を
中
尊
と
す
る
。
本
門
中
心
の
長
茶
維
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
。

四
且
っ
か
h

る
決
定
如
来
に
対
し
て
、
両
密
に
於
て
は
釈
迦
・
多
宝
・
弥
陀
等
の
諸
説
を
見
る
に
、
台
密
に
於
て
は
阿
裟
純
紗
に
「
弥

陀
釈
迦
不
審
事
也
。
但
釈
迦
為
レ
正
」

へ
仏
全
三
六
三
九
五
）
等
と
釈
迦
を
取
る
も
、
東
密
に
於
て
は
釈
迦
大
目
別
体
説
な
り
し
故
か
。

多
く
多
宝
を
以
て
中
尊
と
す
る
こ
と
。

劃
両
密
共
に
宝
塔
を
法
身
、
多
宝
を
報
身
、
釈
迦
を
応
身
と
解
し
、
就
中
台
密
の
阿
裟
紳
紗
に
は
長
茶
羅
を
以
て
「
三
身
即
一
四
土
不

二
」
（
仏
全
、
三
七
二
一
い
川
）
の
相
と
解
す
る
こ
と
。



対
そ
の
他
愛
茶
羅
を
台
密
の
阿
裟
縛
紗
に
は
、
九
識
真
如
妙
法
心
蓮
」

深
理
」

（
仏
全
、
三
七
六
九
）
行
林
紗
に
は
「
妙
法
蓮
華
経
者
実
相
之

「
八
分
之
肉
団
」

「
相
妙
法
蓮
経
一
々
文
字
、
従
ニ
仏
口
－
出
皆
作
ニ
金
色
一
、

具
有
ニ
光
明
－
一
通
ニ
外
虚
空
こ

〈
正
蔵
、
七
六

一三
O
）
等
の
釈
に
、
諸
紗
の
中
に
散
見
す
る
こ
と
。

以
上
の
如
き
両
密
の
雑
乱
本
尊
を
真
の
法
華
経
の
本
尊
と
せ
ら
れ
ん
と
せ
ら
れ
た
構
想
は
、
早
く
も
開
宗
七
年
後
の
文
応
元
年
の
、
唱
法

ハニ

O
二
）
に
発
し
、
弘
長
二
年
の
顕
語
法
妙
に
は
、

撃
題
目
紗
に
「
本
尊
並
に
行
儀
」

善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
・
一
行
等
の
性
悪
の
渋
円
、

一
念
三
千
の
法
門
は
天
台
智
者
の
法
門
を
ぬ
る
め
る
か
」

（
二
七
二
）

を
始
と
し
て
、
華
厳
並
に
真
言
の
盗
台
に
就
て
は
、
弘
安
元
年
の
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
に
至
る
、
実
に
二
丁
数
回
に
及
ん
で
い
る
。
又

不
空
の
観
智
儀
軌
に
就
て
は
文
永
元
年
の
法
華
真
言
勝
劣
事
（
三
O
四
〉
以
来
、
善
無
畏
齢
（
四
一

O
〉
、
撰
時
紗
（
一

O
二
二
〉
、
本
尊
問

断
A
n

砂
ハ
一

O
七
三
）
等
に
見
ゆ
る
外
、
文
永
九
年
の
八
宗
違
目
紗
（
五
二
八
〉

に
は
蓮
華
三
昧
経
が
見
ゆ
る
に
依
れ
ば
、

－
行
に
発
し
不
空

く4) 

の
儀
軌
を
廻
っ
て
、
就
中
蓮
華
三
昧
経
に
依
る
両
密
の
法
華
・
目
安
茶
羅
の
四
百
余
年
に
亘
る
雑
乱
は
、
聖
人
の
当
時
全
く
そ
の
極
に
達
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
違
白
砂
に
は
南
都
六
宗
を
始
め
真
言
・
浄
土
等
諸
宗
の
本
尊
を
挙
げ
、

「
自
ユ
法
華
宗
－
外
真
言
宗
並
浄
土
宗
等

以
－
一
釈
迦
如
来
一
不
ν
知
ν
為
レ
父
」

ハ
五
二
七
）
と
述
べ
、
更
に
華
厳
真
宗
の
盗
台
を
挙
げ
、
最
後
に
「
諸
宗
之
是
非
以
レ
之
可
v
札
ニ
明
之
］
也
」

円
五
三
二
〉

と
述
べ
、
両
密
よ
り
此
の
経
の
一
念
三
千
を
集
回
し
、
関
本
両
紗
を
中
心
と
し
て
、
天
台
の
一
念
三
千
を
台
密
の
理
同
事
勝

に
憧
換
し
、
彼
の
一
念
三
千
を
像
法
過
時
の
法
と
な
し
、
本
門
の
事
の
一
念
三
千
の
上
に
、
両
密
の
本
尊
雑
乱
を
札
明
し
、
弘
安
元
年
の

太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
に

寿
量
品
と
申
す
は
本
門
の
肝
心
也
。
此
品
は
一
部
の
肝
心
、

一
門
聖
教
の
肝
心
な
る
の
み
な
ら
ず
、
三
世
の
諸
仏
の
説
法
の
儀
式
の
大

要
也
。
教
主
釈
尊
寿
量
品
の
一
念
三
千
の
法
門
を
証
得
し
給
ふ
事
は
、
三
世
の
諸
仏
の
内
証
等
し
き
が
故
也
。
但
し
此
法
門
に
非
＝
ズ
釈



尊
一
仏
巳
証
一
諸
仏
も
亦
然
也
。
我
等
衆
生
の
無
始
巳
来
六
道
生
死
の
浪
に
沈
没
せ
し
か
、
ム
7
教
主
釈
尊
の
所
説
の
法
華
経
に
奉
レ
値
事

は
、
華
厳
・
真
言
の
元
祖
・
法
蔵
・
澄
観
・
主
口
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
等
が
、
釈
尊
一
代
聖
教
の
肝
心
た
る
寿
景
品
の
一
念
三
千
の
法

門
を
盗
み
取
て
、
自
ν
本
自
の
依
経
に
不
一
ν
説
草
厳
経
・
大
日
経
に
有
二
念
三
千
二
云
て
取
り
入
る
、
程
の
盗
人
に
ば
か
さ
れ
て
、
本
覚

深
く
然
見
を
執
す
。
無
レ
墓
無
レ
墓
。

ハ
一
四
九
七
）

等
と
両
密
本
尊
の
雑
乱
の
根
源
を
指
摘
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
綱
要
に
所
謂
「
破
一
一
彼
三
管
一
立
ニ
此
三
秘
一
、
廃
ニ
彼
両
部
小
畏
茶
開
純
一
一
顕
ニ

此
十
界
大
目
安
茶
羅
こ

（
全
五
五
）
等
と
述
、
べ
ら
れ
た
る
に
徴
し
て
、
御
本
尊
奥
定
の
意
図
が
那
辺
に
あ
ら
れ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
の

で
あ
る
。

二
、
観
智
儀
軌
之
本
門
の
本
尊

( 5〕

然
ら
ば
三
秘
随
一
の
宗
祖
の
木
円
の
本
尊
は
何
か
と
い
ふ
に
、
勿
論
佐
前
の
唱
題
紗
等
に
も
そ
の
構
想
は
拝
せ
ら
れ
る
が
、
大
体
佐
渡

を
中
心
と
し
て
佐
後
に
具
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
文
永
十
年
二
月
の
妙
法
要
茶
羅
供
養
事
に
は
、

「
妙
法
蓮
華
経
の
御
本
尊
供
養

候
、
此
憂
茶
羅
は
」

（
六
九
八
）

を
始
め
、
全
年
八
月
の
経
王
殿
御
返
事
に
は
、

「
本
尊
（
御
｛
寸
）
は
正
法
像
、
法
二
時
に
習
へ
る
人
だ
に

も
な
し
：
：
：
此
畏
茶
羅
能
々
信
ぜ
さ
せ
給
ふ
べ
し
」

〈
七
五
O〉

と
も
、
全
十
二
年
の
新
尼
御
前
御
返
事
に
は
、

「
此
の
御
本
尊
は
教
主

釈
尊
五
百
鹿
点
却
よ
り
、
心
中
に
を
さ
め
さ
せ
給
ひ
；
：
：
此
五
字
の
大
長
茶
脱
税
を
」

（
八
六
六
）

等
と
述
べ
ら
れ
、
就
中
観
心
本
尊
紗
に

は
「
其
本
尊
為
レ
体
」
等
と
八
十
九
字
に
寄
せ
て
、
始
め
て
憂
茶
羅
の
相
貌
を
示
さ
れ
、
建
治
三
年
の
日
女
御
前
御
返
事
に
は
「
抑
此
御

本
尊
」
等
と
最
も
詳
細
に
こ
れ
示
さ
れ
、

「
未
曽
有
の
大
憂
茶
」

（
一
三
七
四
）
等
と
結
ぼ
れ
て
い
る
。

き
れ
ば
宗
祖
に
於
て
は
右
の
如
き
目
安
茶
羅
本
尊
は
勿
論
、
伊
東
感
得
の
随
身
仏
を
始
め
、
後
年
宮
木
・
四
条
氏
の
釈
迦
仏
造
立
の
こ
と



ー市

1
w当
M
d
d
y

も
あ
り
、
四
菩
薩
造
立
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
現
に
片
岡
随
喜
氏
の
御
本
尊
集
の
一
二
三
帽
の
外
、
身
延
曽
存
遠
泊
享
師
模
写
の
二
四
幅

（
写
真
帖
の
二
八
幅
中
四
幅
は
上
掲
の
重
複
）
の
粗
ぼ
一
五

O
幅
を
見
る
に
徴
し
て
も
、
亦
文
永
よ
り
建
治
、
建
治
よ
り
弘
安
と
次
第
に

増
加
せ
る
事
実
に
依
て
、
本
門
の
本
尊
と
は
勿
論
造
像
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
粗
ぼ
目
安
茶
縦
と
解
し
て
大
禍
は
な
か
ろ
う
と
思

ぅ
。
由
来
日
受
茶
羅
の
語
は
印
度
に
於
て
は
、
仏
教
以
前
の
吠
陀
時
代
か
ら
組
織
せ
ら
れ
た
軍
隊
等
の
意
に
用
い
ら
れ
、
後
に
密
教
に
踏
襲

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

即
ち
円
安
茶
羅
宮
川
口
E
o
E
と
は
畏
茶
冨
m
H
V

色
白
・
の
心
陪
又
は
本
質
の
義
あ
る
基
訴
と
、

経
］
出
の
所
有
又
は

成
就
な
ど
の
義
あ
る
後
接
語
と
よ
り
な
っ
た
。
道
場
、
浄
坦
、
功
徳
集
等
の
義
で
、
随
っ
て
主
体
に
依
て
統
合
成
就
せ
ら
れ
た
集
問
即
ち

輪
円
共
足
の
貌
で
あ
る
。
そ
れ
日
女
御
前
御
返
事
に
「
首
題
の
五
字
は
中
央
に
か
か
り
：
：
・
十
界
一
界
も
か
け
ず
一
界
に
あ
る
也
依
ν
之

日
受
奈
維
と
は
申
す
也
」
等
と
仰
せ
ら
る
』
所
以
で
あ
る
。

」
れ
師
師
が
本
尊
略
並
に
本
尊
に
就
て
根
本
尊
崇
、

本
来
尊
雪
、

本
有
尊
形

（
全
三
三
九
O
）

の
三
義
を
挙
げ
て
い
る
が
、
第
一
は
主
体
た
る
中
尊
に
親
し
く
、
第
三
は
愛
茶
維
に
親
し
く
、
第
二
は
共
通
の
意
と
解

( 6 ) 

せ
ら
れ
る
が
、
受
奈
総
本
尊
に
は
粗
ほ
三
義
を
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

建
長
五
年
題
目
を
以
て
開
教
せ
ら
れ
た
宗
祖
は
、
文
応
元
年
立
正
安
国
論
を
著
さ
れ
、

「
二
一
界
仏
国
」
を
以
て
立
教
の
制
格
と
せ
ら
れ

た
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
全
年
五
月
唱
法
翠
題
目
紗
を
著
さ
れ
て
、
、
法
華
行
者
の
本
尊
並
に
行
儀
を
述
べ
ら
れ
た
中
に

本
尊
は
法
華
経
八
巻
・
一
巻
・
一
品
、
或
は
題
目
を
害
て
本
と
可
ν
定。

法
師
品
並
に
神
力
品
に
見
え
た
り
。

又
た
へ
た
ら
ん
人
は
釈

迦
如
来
・
多
宝
仏
を
室
百
て
も
造
て
も
、

法
華
経
の
左
右
に
可
レ
奉
ν
立
レ
之
。

又
た
へ
た
ら
ん
人
は
十
方
の
諸
仏
普
賢
菩
薩
等
を
も
、
つ

く
り
書
き
た
て
ま
つ
る
べ
し
。

（二

O
二）

等
と
三
重
に
本
尊
の
構
想
を
述
べ
ら
れ
、
且
つ
「
書
て
も
」

「
造
て
も
」
と
遊
ば
さ
る
』
如
く
、
勿
論
造
像
の
御
思
召
も
あ
っ
た
こ
と
は

観
取
出
来
る
が
、
併
し
常
に
日
本
国
中
に
身
の
置
処
な
し
と
仰
せ
ら
れ
し
如
く
、
忍
難
弘
通
の
御
生
況
に
於
て
は
、
御
造
像
の
時
と
て
は
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全
く
無
か
っ
た
こ
と
は
、
身
延
御
入
山
後
の
晩
年
一
尊
或
は
四
菩
薩
の
造
立
の
事
実
に
依
て
も
明
か
で
あ
る
。
随
っ
て
真
間
釈
迦
仏
供
養

は
定
本
の
文
永
七
年
は
、
浅
川
氏
等
の
如
く
建
治
六
年
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

右
の
唱
題
紗
に
次
で
本
尊
の
構
想
並
に
そ
の
理
論
的
根
拠
を
明
に
せ
ら
れ
た
の
は
、
二
年
後
の
弘
長
二
年
の
上
掲
顕
詩
法
紗
の
真
言
盗

台
（
二
七
二
）

の
文
、
就
中
四
年
後
の
文
永
四
年
の
法
華
真
言
勝
劣
事
で
、
此
紗
に
は
先
づ
華
厳
・
真
言
の
訊
惑
を
述
べ
、
更
に
台
密
の

法
草
真
言
理
同
事
勝
の
義
に
就
て
、
威
儀
形
色
経
並
に
油
紙
経
に
次
で
不
空
の
観
智
儀
軌
を
出
し
て
「
於
ニ
仏
説
一
者
法
華
経
有
一
一
印
真
弓
一
口
日

歎

（三
O
五）

等
と
述
べ
、
政
同
事
勝
を
以
て
天
台
（
台
街
）
十
基
一
一
口
（
東
常
）
の
僻
見
と
な
し
、
終
に
華
厳
真
言
の
盗
台
の
文
を
挙
げ

大
日
経
並
諸
大
乗
経
之
無
始
無
終
法
身
の
無
始
無
終
也
、
非
二
三
身
之
無
始
無
終
一
。
法
華
経
五
百
堕
点
、

諸
大
乗
経
不
ν
確、

伽
耶
之

始
成
確
レ
之
五
百
座
点
也
u

大
日
経
等
諸
大
乗
紅
全
無
ニ
此
義
一
。

（三
O
八）

自
レ
仏
外
之
天
間
ニ
・
震
日
一
・
日
本
国
之
論
師
人
削
之
中
、
日
ニ
天
台
大
師
一
外
人
師
所
釈
之
中
、

一
念
三
千
之
名
目
無
レ
之
。
若
不
レ
光

( 7 ) 

等
と
述
べ
、
次
で
七
義
を
挙
げ
て
此
経
の
真
言
に
勝
る
、
よ
日
を
聞
か
に
し
、
就
中
そ
の
第
七
日
弘
に
於
て

念
三
千
一
者
性
悪
之
法
門
無
ν
之
、
性
悪
之
法
門
知
レ
之
者
仏
菩
薩
普
現
色
身
、
不
動
愛
染
等
降
伏
十
界
之
隻
茶
、
三
十
七
尊
等
同
ニ
本
無

今
有
外
道
之
法
－
。
乃
至
華
厳
澄
観
・
真
ニ
一
一
口
一
行
盗
ニ
天
台
所
立
之
義
－
成
ニ
自
宗
義
一
鰍
。

（三
O
九〉

等
と
寿
量
品
の
三
身
常
住
の
本
仏
と
天
ム
口
の
一
念
三
千
と
を
似
拠
と
し
て
、
両
密
の
法
前
十
目
安
茶
経
た
る
不
空
儀
軌
の
附
蔵
式
目
安
茶
羅
を
一

往
十
界
最
茶
羅
の
問
拠
と
し
て
容
認
し
た
る
こ
と
は
、
主
口
知
川
氏
三
蹴
紗
に

虚
空
の
中
に
大
日
如
来
を
中
央
と
し
て
船
蔵
界
の
長
茶
縦
断
れ
さ
せ
給
ふ
。

（
凶
七

O）

等
と
述
べ
ら
れ
た
る
を
始
と
し
て
、
先
の
益
口
無
長
紗
（
四
一

O
）

等
上
掲
諸
紗
に
儀
軌
中
心
の
記
述
の
見
ゆ
る
に
依
て
、
後
の
蓮
華
三
昧

経
の
儀
相
も
儀
軌
に
準
じ
て
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
報
凶
山
紗
（
一
二
一
九
）
等
の
記
述
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。



且
つ
右
の
勝
劣
事
の
文
に
依
れ
ば
、

一
念
三
千
に
依
る
諸
仏
詳
山
憾
の
並
日
現
色
身
に
準
じ
て
、

一
早
く
不
動
愛
染
の
二
明
王
が
降
伏
形
と

し
て
顕
わ
さ
れ
て
居
る
が
、
こ
れ
勿
論
開
宗
の
翌
建
長
六
年
六
月
廿
五
日
の
二
明
王
感
見
記
（
二
ハ
）

に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、

併
し
こ
れ
が
御
本
尊
集
第
一
に
、
文
永
八
年
十
月
九
日
「
相
州
本
間
依
智
郷
書
之
」
と
見
ゆ
る
。
現
存
佐
前
唯
一
の
目
安
茶
羅
（
長
一
尺
七

寸
七
分
、
巾
一
尺
九
分
。
立
本
寺
蔵
、
通
称
楊
子
御
本
尊
）
に
は
中
央
首
題
の
両
側
に
二
明
王
が
可
惇

H
M
m
S、
実
件
げ
ロ
号
の
種
子
を
以

て
記
さ
れ
、
爾
来
日
女
紗
に
「
不
動
・
愛
染
は
南
北
の
二
方
に
陣
を
取
り
」
（
二
二
七
五
〉
と
仰
せ
ら
れ
し
如
く
、
全
長
茶
羅
に
そ
れ
を
見

る
の
で
あ
ゐ
。
併
し
上
述
の
勝
劣
事
に
は
「
降
伏
形
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
併
し
迷
流
に
当
っ
て
二
明
王
の
擁
護
を
表
し
た
と
も
拝

せ
ら
る
－
h

が
、
矢
張
我
等
己
心
の
一
念
三
干
の
仏
擁
護
と
し
て
、
鬼
子
母
神
・
十
経
刺
と
同
様
に
拝
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
勝
劣
事
の
文

中
三
十
七
尊
は
こ
れ
勿
論
金
剛
界
の
三
十
七
尊
な
る
こ
と
は
、

八
宗
達
目
紗
に
益
事
三
昧
経
の
「
三
十
七
尊
住
心
城
」

〔
五
六
〉

の
文
に

( 8 ) 

見
る
如
く
、
こ
れ
一
往
仏
菩
薩
の
並
日
現
色
身
の
例
と
し
て
挙
げ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

上
述
の
如
く
勝
劣
事
に
は
儀
軌
の
外
、
成
儀
形
色
経
、
翰
祇
経
を
挙
げ
て
、
法
華
に
も
印
真
言
の
あ
る
こ
と
証
さ
れ
て
い
る
が
、
就
中

形
色
経
に
は
法
事
長
茶
維
の
諸
尊
の
威
儀
形
色
が
説
か
れ
、
輸
紙
経
に
両
部
不
二
の
秘
経
中
の
秘
経
と
い
わ
れ
、
殊
に
大
日
の
印
真
言
が

説
か
れ
た
経
で
あ
る
が
、
聖
人
は
両
経
に
は
依
ら
ず
専
ら
不
空
の
儀
軌
に
依
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
儀
軌
は
上
述
の
如
く
船
蔵
量
茶
羅
に

依
り
、
中
胎
八
葉
を
中
心
の
第
一
氾
の
仏
部
と
し
、
以
内
紛
の
十
二
菩
薩
を
第
二
坦
の
蓮
華
部
、

四
天
王
不
動
（
西
南
隈
、
愛
染
な
し
）
等

の
十
六
尊
を
第
三
坦
金
剛
部
と
せ
る
法
華
長
茶
羅
で
あ
る
。
而
し
て
更
に
こ
れ
を
一
行
の
所
謂
「
今
此
本
地
身
即
是
妙
法
蓮
華
最
深
秘

処
」
の
意
を
以
て
釈
し
た
の
が
、
今
日
智
証
作
と
呼
ば
る
L
蓮
華
三
昧
経
に
於
て
は
、
上
述
の
如
く
儀
軌
の
中
胎
の
二
仏
並
坐
に
代
え
る

に
、
両
部
不
二
の
大
目
の
化
身
な
る
無
量
寿
決
定
如
来
を
以
て
し
、

妙
法
蓮
華
久
遠
実
成
如
来
、
本
来
多
宝
塔
中
湛
然
常
住
、
其
名
ニ
無
量
寿
決
定
如
来
－
。
午
結
二
法
界
定
印
二
目
有
一
三
仏
宝
冠
一
、
宝
冠
左

． 
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有
ニ
釈
迦
如
来
－
是
胎
誠
界
毘
慮
逃
那
如
来
。
右
有
ニ
多
宝
如
来
一
是
金
剛
界
毘
虚
遺
那
如
来
首
在
ニ
塔
中
－
。
雲
集
分
身
同
体
自
性
毘
庭
過

那
如
来
海
尊
。

（
続
賊
第
三
套
四
一

O
）

等
と
中
胎
を
釈
し
、
八
英
中
四
方
は
本
化
、

四
維
は
誼
化
の
各
四
菩
薩
等
と
、
儀
軌
の
遮
門
宝
塔
品
様
式
を
、
全
く
本
門
中
心
に
釈
さ
れ

て
い
る
が
、
宗
机
の
大
目
安
茶
八
品
の
儀
相
は
儀
軌
に
発
し
、
三
昧
経
の
顕
密
雑
乱
の
儀
相
の
上
に
、
顕
僻
超
過
の
純
法
華
目
安
茶
維
を
「
日

蓮
が
自
作
に
あ
ら
ず
、
多
宝
塔
中
の
大
牟
日
出
位
尊
・
分
身
の
諸
仏
す
り
が
た
き
た
る
本
尊
」
（
一
三
七
五
）
、

「
一
念
三
千
の
法
門
を
ふ
り

す
L
ぎ
た
る
大
目
安
茶
羅
」

（
五
三
四
）
と
し
て
造
立
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

一
、
長
奈
羅
に
於
け
る
ご
仏
並
坐

上
述
の
如
く
佐
前
唯
一
の
長
茶
縦
に
は
、
首
題
と
二
明
王
の
み
で
左
下
に
御
名
花
押
が
あ
る
が
、
第
二
の
文
永
九
年
六
月
十
六
日
「
於
ニ

( 9 ) 

佐
渡
国
一
凶
レ
之
」
の
佐
後
第
一
に
及
ん
で
、
始
め
て
首
題
の
両
側
向
っ
て
た
釈
迦
右
多
安
の
二
仏
の
外
二
明
王
花
押
。
第
三
よ
り
第
八
ま

で
は
図
出
の
年
月
の
御
記
入
が
な
く
、
共
に
九
年
の
下
に
集
め
ら
れ
て
い
る
か
、
第
三
よ
り
第
七
ま
で
は
二
仏
二
明
王
の
み
で
、
第
三
は

御
名
が
右
下
、
花
打
が
左
下
、
第
四
よ
り
第
七
ま
で
は
御
名
は
逆
に
左
下
、
花
押
が
右
下
と
な
っ
て
居
る
。
か
く
て
第
八
に
至
っ
て
二
仏

の
外
、
左
に
普
賢
・
文
殊
別
行
に
鬼
子
母
神
、
左
に
智
積
別
行
十
羅
利
二
明
王
で
中
央
下
に
御
名
花
押
で
、
花
押
は
金
剛
大
日
の
積
子
同

様
の
ベ
鎖
〈
m
M
M

～
一
千
を
用
い
ら
れ
、
就
中
讃
文
に
妙
楽
の
右
に
「
当
知
身
土
」
等
十
二
字
、
左
に
「
称
此
本
理
」
等
十
二
字
の
御
記
入
が

あ
る
故
に
、
通
称
一
念
三
千
御
本
尊
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
此
の
讃
文
は
本
尊
紗
の
受
持
一
議
与
の
結
文
（
七
一
二
）

と
同
意
と
併
す
べ
き

で
あ
る
。
か
く
て
九
年
の
最
後
第
九
に
至
っ
て
、
二
仏
の
外
に
右
に
十
方
分
身
下
に
智
積
、
左
に
遍
十
方
諸
仏
下
に
文
殊
・
普
賢
・
十
羅

剃
。
次
の
側
右
合
利
弗
・
日
連
・
迦
菜
・
初
出
延
・
須
笠
円
提
の
五
大
泊
甲
子
。

左
に
大
荒
天
王
・
釈
提
桓
因
。

右
第
三
列
右
に
上
行
無
辺



J

行
、
左
に
浄
行
安
立
行
と
始
め
て
本
化
の
四
大
士
を
列
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
体
以
上
文
永
九
年
に
忠
は
る
L

八
幅
中
、
前
六
幅
は
唱
題

紗
の
第
二
構
想
、
後
の
二
幅
は
概
ね
第
三
構
想
（
二

O
二）

に
合
致
す
る
か
。
最
後
に
四
菩
薩
を
加
え
ら
れ
て
、
三
昧
経
の
別
釈
に
見

る
。
木
門
中
心
の
構
想
が
窺
わ
れ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
本
尊
紗
以
前
の
目
喫
茶
羅
の
未
完
成
梢
恕
時
代
の
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

更
に
此
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
右
の
第
八
の
所
謂
一
念
三
千
御
本
尊
に
は
、
首
題
の
両
側
の
向
っ
て
左
釈
迦
右
多
宝
の
上
に
、
左
に

多
支
真
言
に
宝
生
の
種
子
夜
可
制
H
H
右
に
釈
迦
の
頼
子
参
ロ
官
じ
い
が
記
さ
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
恐
ら
く
上
掲
の
三
昧
経
の
法
界
定

印
の
決
定
如
来
の
宝
冠
の
、
左
釈
迦
附
政
大
目
、
右
多
宝
金
界
大
日
と
見
ゆ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
決
定
如
来
の
左
右
な
る
故
に
、
向
っ
て

は
逆
に
右
釈
迦
左
多
宝
の
両
密
の
法
長
茶
羅
（
仏
全
、
ゴ
一
七
二
七
O
、
全
四
六
一
七
二
）
の
中
出
二
仏
の
種
子
を
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

」
れ
阿
裟
縛
紗
に
「
釈
迦
多
宝
左
右
異
義
下
不
レ
岡
山
」
の
下
に

一
釈
迦
右
多
宝
左
是
形
也
。
多
宝
如
レ
入
ニ
禅
定
一
尊
左
也
、
釈
迦
説
法
主
是
智
右
也
。
定
左
恵
右
可
レ
居
事
也
。

一
釈
迦
左
多
宝
右
、
多

( 10 ) 

宝
自
レ
本
坐
一
一
塔
中
一
、
釈
迦
後
入
ν
塔
坐
。
仰
問
問
准
一
一
客
人
一
会
v
坐
レ
左
、

世
以
レ
左
為
一
一
上
龍
－
是
饗
応
意
也
。

（
仏
全
、
三
七
二
六
七
）

等
と
述
ぶ
る
如
く
、
前
の
釈
迦
右
多
宝
左
は
三
昧
経
宝
冠
の
意
、
後
の
釈
迦
左
多
宝
右
は
宝
塔
品
の
意
で
あ
る
。
故
に
宗
祖
は
両
密
の
長

茶
維
が
、
二
仏
即
両
部
大
日
不
二
の
立
に
依
り
、
三
昧
経
に
依
っ
て
入
定
の
多
宝
五
、
説
法
の
釈
迦
右
の
義
に
依
ら
ず
、
専
ら
宝
塔
品
の

本
坐
の
多
宝
右
、
後
入
の
釈
迦
左
の
此
経
の
立
に
依
ら
れ
た
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
且
つ
遺
文
中
に
は
三
昧
経
の
如
く
中
尊
を
決
定

如
来
と
述
べ
ら
れ
た
る
文
は
一
文
も
な
く
、
明
責
訪
法
滅
罪
紗
の
「
寿
量
品
の
釈
尊
」

〈
七
八
四
）
、

報
恩
紗
の
「
本
門
の
教
主
釈
尊
」

（
一
二
凶
八
）
等
の
如
く
、
中
央
の
題
目
を
以
て
寿
E
R一
日
間
の
仏
と
解
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

然
る
に
上
述
の
如
く
東
密
に
於
て
は
、
三
昧
経
に
釈
迦
多
宝
即
両
郎
不
二
の
大
日
た
る
決
定
如
来
を
中
胎
の
主
尊
と
な
し
、
且
つ
宝
塔

品
に
「
全
身
不
散
如
入
禅
定
」
と
説
け
る
よ
り
法
界
定
印
の
決
定
如
来
と
、
多
宝
如
来
と
、
多
宝
如
来
と
解
し
た
の
が
東
密
雑
乱
の
中
心

． 



． 

で
あ
る
。
こ
れ
善
無
畏
紗
に

法
華
経
の
儀
軌
三
二
昧
経
）
に
は
大
日
経
・
金
剛
頂
経
の
両
部
の
大
日
を
ぱ
左
右
に
立
て
、
法
華
経
の
多
宝
仏
を
ぱ
不
二
の
大
日
と
定

め
て
、
両
部
の
大
日
を
ば
左
右
の
臣
下
の
如
く
せ
り
ハ
四
一

O
）

と
は
党
禅
紗
（
仏
全
、
四
六
一
同
一
一
二
店
但
」
等
に
見
る
所
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
祖
は
報
恩
砂
に
、

月
氏
に
は
教
主
釈
尊
宝
塔
品
に
し
て
、
一
切
の
仏
を
あ
つ
め
さ
せ
給
ひ
て
大
地
の
上
に
居
せ
し
め
、
大
日
如
来
計
り
宝
成
の
小
の
雨
の

下
座
に
す
へ
奉
り
て
、
教
主
釈
尊
は
北
の
上
陀
に
つ
か
せ
給
ふ
。
此
の
大
日
如
来
は
大
日
経
の
肋
版
界
の
大
日
、
金
剛
似
経
の
金
剛
界

の
大
日
の
主
君
な
り
。
両
部
の
大
日
如
来
を
郎
従
と
定
め
、
多
宝
如
来
の
上
陸
に
教
主
釈
尊
居
さ
せ
給
ふ
。

（
一
二
一
九
）

等
と
正
し
く
法
華
経
の
上
に
立
た
れ
て
、
彼
一
県
密
を
決
定
如
来
を
多
宝
如
来
と
釈
せ
る
芯
に
立
っ
て
、
両
部
大
日
を
多
宝
如
来
の
郎
従
と

教
主
釈
尊
既
五
百
塵
点
劫
巳
来
妙
党
県
満
仏
。
大
日
如
来
・
阿
弥
陀
如
来
薬
師
如
来
等
尽
十
方
諸
仏
、
我
等
本
師
教
主
釈
尊
所
従
也
、
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解
し
、
此
に
断
然
顕
密
雑
乱
の
誤
と
断
っ
た
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の
立
を
明
に
し
た
の
が
法
華
取
要
紗
で
あ
る
。
即
ち
全
紗
に
依
れ
ば
、

天
月
万
水
浮
是
也
。
華
厳
経
十
方
台
上
毘
成
遮
那
、

大
日
経
・
金
剛
頂
経
両
界
大
日
如
来
、
宝
塔
品
多
宝
如
来
左
右
脇
士
也
、
例
如
ニ

世
王
両
臣
一
。
此
多
宝
仏
寿
量
品
教
主
釈
尊
所
従
也
。

（
八
一
二
）

等
と
重
ね
て
ム
口
密
の
釈
迦
大
日
同
体
説
を
も
断
ち
、
大
口
弥
陀
等
尽
十
万
の
諸
仏
を
始
め
、
宝
塔
品
の
多
宝
如
来
を
も
釈
尊
の
所
従
と
釈

し
、
不
空
の
儀
軌
に
発
し
た
法
草
川
安
茶
等
に
於
付
る
雑
乱
が
一
掃
せ
ら
れ
て
、
寿
景
品
中
心
の
儀
相
を
見
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
宗
祖
の
目
安
茶
羅
中
御
本
尊
集
第
十
八
の
文
永
十
年
本
土
寺
版
。
並
に
身
延
曲
U
存
一
？
師
模
写
第
八
建
治
元
年
十
一
月
に
は
、
右
の

御
釈
の
実
証
と
も
見
る
べ
き
、
中
央
首
題
の
左
釈
迦
・
十
方
分
身
・
右
多
宝
・
普
憎
の
各
中
間
に
、
三
昧
経
に
準
じ
て
、
左
金
界
大
目
、

船
蔵
大
日
を
配
列
せ
る
憂
茶
岡
地
ー
は
、
こ
れ
全
く
両
密
の
雑
乱
を
此
経
の
上
に
確
立
し
た
実
証
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。



更
に
右
の
如
き
多
宝
如
来
を
釈
迦
仏
の
所
従
と
な
す
文
と
し
て
は
、
文
永
十
年
の
諸
法
実
相
紗
に

宝
塔
品
の
中
の
二
仏
並
坐
の
儀
式
を
作
り
顕
す
べ
き
人
な
し
、
是
即
本
門
寿
量
品
の
事
の
一
念
三
千
の
法
門
な
る
が
故
也
。
さ
れ
ば
釈

迦
多
宝
の
二
仏
と
云
ふ
も
問
の
仏
也
。
妙
法
蓮
華
経
こ
そ
木
仏
に
て
は
御
座
候
へ
。
乃
至
本
円
寿
日
以
品
の
右
仏
た
る
釈
迦
仏
、
述
門
宝

塔
品
の
時
涌
出
し
給
ふ
多
宝
仏
。

（
七
二
四
）

並
に
全
年
の
叫
責
誇
法
滅
非
紗
に

宝
塔
口
聞
の
釈
迦
多
宝
生
寸
を
ば
書
け
ど
も
、
い
ま
だ
寿
町
口
川
の
釈
尊
は
山
寺
精
舎
に
ま
し
ま
さ
ず
。

（
七
八
四
）

又
す
〈
永
十
二
年
の
曽
谷
入
道
搬
許
御
世
に

末
法
留
－
一
置
於
一
大
秘
要
一
、
所
調
法
砧
宇
佐
木
門
久
成
の
釈
尊
、
｛
玉
浄
世
界
多
宝
仏
、
於
ニ
大
宝
塔
之
中
一
二
仏
並
座
宛
如
二
日
月
三

十
方

分
身
諸
仏
乃
至
三
仏
充
ニ
満
於
二
尊
－
之
儀
式
。

（九
O
O）
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町
司
と
右
の
取
一
要
紗
弘
寸
の
四
砂
は
、
何
れ
も
宝
桔
品
の
二
仏
並
坐
を
以
て
受
茶
叩
維
の
儀
相
と
す
る
が
、
そ
の
釈
相
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な

レ
4

即
ち
取
要
紗
は
「
寿
長
教
主
」
、
実
相
紗
は
「
寿
去
の
士
口
仏
」
滅
罪
紗
は
「
寿
量
の
釈
尊
」
目
白
川
谷
紗
は
「
久
成
の
釈
尊
」
等
と
、
二

れ
い

J
T
単
に
誼
円
安
堵
品
の
二
仏
と
せ
ず
、

一
一
仏
の
問
に
本
語
主
従
の
別
を
分
ち
、

実
相
紗
・
減
非
紗
に
は
共
に
宝
塔
品
の
二
仏
と
説
く

が
、
菅
裕
紗
は
「
一
大
秘
法
」
、
実
相
紗
は
「
妙
法
蓮
草
経
こ
そ
本
仏
」
等
と
共
に
一
秘
の
五
字
に
寄
せ
て
目
安
茶
羅
を
説
け
る
こ
と
は
、

許
駅
八
幡
紗
に
開
宗
以
来
の
弘
通
を
「
妙
法
蓮
司
紅
の
七
字
五
字
」

（
一
八
四
四
）

と
述
べ
、
本
尊
紗
に
神
力
別
付
を
「
南
無
妙
法
蓮
華

村
和
五
字
」

（
七
一
二
）

と
述
べ
ら
る
」
如
く
、
寿
日
乱
m
臥
木
仏
は
絞
に
「
我
説
燃
仏
等
」
と
説
け
る
。
我
即
ち
伽
耶
の
応
身
、
並
に
諸
経

m
l
J

出
品
仏
は
、

開
日
妙
に
「
諸
仏
皆
釈
尊
の
分
身
」

（
五
七
六
）

と
説
け
る
故
に
、
実
相
妙
に
は
釈
迦
多
宝
を
用
の
二
仏
、
妙
法
蓮
華
経
本
仏

（
七
二
四
〉

と
説
き
、
更
に
用
の
二
仏
を
「
事
相
に
二
仏
と
聞
は
れ
て
、
宝
塔
の
中
に
し
て
う
な
守
つ
き
合
ひ
給
ふ
」
と
は
、
由
来
宝
塔
品



を
証
前
起
後
の
品
と
な
し
、

一
往
証
前
を
謹
円
本
門
を
起
後
と
釈
す
る
が
、
こ
れ
は
天
台
の
謹
門
正
意
の
釈
で
「
宝
塔
品
よ
り
事
を
こ
と

り
、
寿
量
品
に
説
き
顕
し
」
等
ハ
八
六
七
〉

と
一
部
唯
本
に
立
つ
宗
祖
は
、
再
往
証
後
の
意
を
塔
中
の
う
な
づ
き
合
ひ
、
即
ち
二
仏
の
ム
ロ

議
と
釈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
合
議
の
証
明
と
は
上
掲
法
華
真
言
勝
劣
事
の
所
謂
「
三
身
之
無
始
無
終
」

（三
O
八）

即
ち
寿
量
品

の
古
仏
で
、
御
義
口
伝
に
「
無
作
三
身
宝
号
南
無
妙
法
蓮
華
経
云
也
」

ハ一一六六一一）

と
、
用
の
誼
仏
応
身
に
簡
ん
で
題
目
を
以
て
宝
号

と
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
憂
茶
羅
の
中
尊
に
依
て
明
か
で
あ
る
。
随
っ
て
上
拘
諸
妙
に
見
ゆ
る
誼
門
の
多
宝
如
来
に
対
す
る
、
本
門
釈
迦
仏

寿
量
の
古
仏
は
畢
寛
題
目
を
以
て
表
せ
る
、
民
受
茶
羅
中
尊
と
一
体
不
二
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
れ
ば
釈
迦
多
宝
に
就
て
は
上
述
の
如
き
、
誼
門
中
心
の
用
の
二
仏
、
並
に
越
本
の
二
仏
の
釈
が
あ
り
、
畢
寛
観
心
本
尊
妙
に

其
本
尊
為
レ
体
、
塔
中
妙
法
蓮
華
経
左
右
釈
辿
牟
尼
仏
・
多
宝
仏
・
釈
尊
脇
士
上
行
等
四
菩
薩
。

（
七
一
二
〉

仏
と
し
て
勧
請
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
正
し
く
上
述
の
両
密
に
於
て
、
三
昧
経
に
依
て
宝
塔
を
法
身
・
多
宝
（
定
）
を
報
身
・
釈
迦

( 13 ) 

等
と
釈
さ
れ
た
る
如
く
、
二
仏
は
笑
和
紗
の
如
く
用
の
仏
と
し
て
体
た
る
総
の
本
仏
に
統
括
せ
ら
る
』
と
同
時
に
、
用
の
十
界
の
別
の
二

（
恩
）
を
応
身
と
解
し
、
憂
奈
即
粧
を
以
て
不
二
の
大
日
決
定
如
来
の
、
三
身
即
一
四
土
不
二
の
雑
乱
の
釈
と
は
全
く
別
な
る
こ
と
は
上
述

の
如
く
で
あ
る
。
さ
れ
ば
本
尊
紗
の
所
謂
妙
法
蓮
華
経
は
寿
畳
所
詮
の
三
身
即
一
の
寿
量
本
仏
、
次
の
ニ
仏
は
か
』
る
能
詮
の
本
門
所
説

の
真
笑
を
証
し
、
重
ね
て
能
顕
の
真
実
報
身
を
釈
尊
と
、
能
説
の
教
主
に
寄
せ
て
畢
寛
十
七
字
を
以
て
、
寿
量
所
顕
の
無
作
三
身
の
意
を

明
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
上
掲
の
諸
紗
に
二
仏
を
越
本
主
従
の
別
を
以
て
述
べ
ら
る
』
も
全
く
此
の
意
に
外
な
ら
な
い
こ
と
は
、

関
経
偏
に
能
詮
は
報
身
所
詮
は
法
身
等
と
見
ゆ
る
所
以
で
あ
る
。
こ
れ
輝
師
が
妙
宗
本
尊
並
に
、
二
仏
を
姶
本
二
覚
並
に
境
智
に
寄
せ
て

釈
せ
る
（
全
三
三
四
二
〉
も
亦
同
意
で
あ
る
。



四
、
法

華

経

2ニ

本

尊

上
述
の
如
く
宗
祖
の
本
尊
は
、
最
初
の
唱
題
紗
の
杭
恕
中
に
「
法
華
経
乃
至
題
目
」
と
、
能
闘
の
経
と
能
闘
の
題
目
と
が
挙
げ
ら
れ
、

佐
後
に
本
尊
を
述
べ
ら
る
〉
に
当
っ
て
は
、
妙
法
長
茶
経
供
養
の
「
妙
法
蓮
華
経
御
本
尊
」

（
六
九
八
）

を
始
め
、
本
尊
紗
の
「
塔
中
妙

法
蓮
華
経
五
字
」

（
七
三
一
）

実
相
紗
の
「
妙
法
蓮
華
経
本
仏
」

（
七
二
四
）

新
尼
御
前
御
返
事
の

「
五
字
の
大
要
茶
羅
」

を
経

て
、
弘
安
元
年
の
本
尊
問
答
紗
に
至
っ
て
は
、
末
代
悪
世
の
凡
夫
の
木
尊
と
し
て
「
法
華
経
の
血
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」

（
一
五
七

コ
一
）
と
、
正
し
く
此
経
所
町
の
無
作
三
身
の
宝
サ
た
る
川
旭
日
本
尊
た
る
、
大
豆
奈
縦
を
末
法
の
本
尊
と
定
め
ら
れ
、
先
に
唱
題
紗
を
与
え

わ
れ
た
清
澄
の
大
衆
と
同
じ
く
、
全
妙
に
「
貫
辺
は
地
頭
の
い
か
り
し
時
、
義
城
一
房
と
と
も
に
清
澄
寺
を
出
で
」
お
は
せ
ん
人
」

（
一
五

八
六
）

恐
ら
く
浄
顕
房
に
大
国
安
奈
経
御
本
尊
と
共
に
問
答
紗
を
送
ら
れ
て
、
大
長
茶
本
尊
の
封
体
を
明
に
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
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ば
此
紗
は
前
後
十
三
番
問
答
よ
り
成
り
、
就
中
最
初
の
三
問
答
が
法
華
経
本
尊
の
根
拠
、
第
四
以
下
の
次
の
四
問
符
が
、
上
問
八
宗
違
目

砂
と
同
一
一
論
拠
に
立
つ
、
諸
宗
本
尊
に
対
し
て
題
白
本
尊
を
取
れ
る
所
以
を
明
か
に
し
、
ゴ
一
に
第
八
間
以
下
五
問
答
が
当
時
に
於
け
る
顕
密

雑
乱
の
近
因
が
、
弘
法
の
秘
蔵
全
館
・
十
住
心
論
に
於
け
る
法
華
第
三
戯
論
、
品
川
に
ム
H

密
の
慈
党
の
金
蘇
二
経
疏
、
符
証
の
大
日
経
旨
帰
等

の
法
華
第
二
の
邪
義
に
依
り
、
釈
尊
・
天
台
の
法
華
経
本
尊
に
対
し
大
日
如
来
本
尊
の
邪
説
の
根
拠
な
り
と
指
摘
し
、

「
釈
迦
多
宝
十
方

の
詰
仏
に
背
き
三
大
附
を
本
と
す
べ
き
鰍
」

（
一
五
七
六
〉

と
結
び
。
四
に
最
後
の
第
十
三
問
答
に
至
っ
て
、
別
し
て
先
づ
弘
法
等
三
師

の
求
法
弘
通
を
詳
説
し
、
更
に
三
国
仏
法
弘
伝
史
上
に
於
け
る
、
三
一
師
以
後
四
百
余
年
に
一
日
一
る
顕
俗
の
雑
乱
を
明
か
に
し
、
終
に
上
掲
妙

社
仏
比
丘
尼
御
返
事
と
同
様
十
二
歳
以
来
の
求
法
を
述
べ
、

「
随
分
に
諸
国
を
修
行
し
て
：
：
：
一
切
の
経
論
を
勘
へ
て
十
宗
に
合
せ
た
る

ハ
一
五
八
一
〉

等
と
、
当
時
の
十
宗
の
旨
を
明
か
に
し
、
最
後
に
「
大
日
経
は
法
華
経
よ
り
七
重
下
劣
の
経
也
」

（
一
五
八
二
）

と



‘
判
じ
、
か
L
る
邪
経
に
依
る
仏
法
の
邪
正
乱
る
』
こ
と
四
百
余
年
、
た
め
に
安
国
論
を
執
筆
す
と
述
べ
、
就
中
承
久
の
乱
は
両
密
邪
法
の

修
法
の
招
く
処
と
な
し
、
以
て
法
華
経
本
尊
莫
定
の
由
来
を
明
か
に
し
、

「
他
事
を
捨
て
－
h

此
御
本
尊
の
御
前
に
し
て
、

二
向
に
後
世
を

い
の
ら
せ
給
ひ
候
へ
」

（
一
五
八
七
〉

と
結
ば
れ
て
い
る
。

右
の
如
く
本
紗
は
第
十
三
問
答
に
於
て
、
弘
法
以
来
四
百
余
年
に

E
る
両
密
の
顕
密
雑
乱
に
依
る
、
法
華
経
本
尊
の
隠
淡
を
明
か
に
し

た
故
に
、
本
紗
は
最
初
三
問
答
に
於
て
、
先
づ
、
そ
の
根
拠
を
明
か
に
す
る
に
当
4

て
、
最
初
に
法
華
経
本
尊
と
し
て
題
目
を
定
め
次
に

経
文
並
に
人
師
の
釈
を
挙
ぐ
る
に
当
っ
て
、
先
つ
経
証
と
し
て
法
附
品
（
不
須
復
安
舎
利
）
、
泊
目
繋
経
（
如
来
性
品
、

「
諸
仏
所
師
所
謂

法
也
、
是
故
知
米
恭
敬
供
養
、
以
ニ
法
作
巾
－
故
諸
仏
亦
常
」

ハ
正
蔵
一
二
、
五
八
七
〉

の
両
文
を
挙
げ
、
人
師
の
釈
と
し
て
天
台
の
法
華
三
昧

の
法
華
経
本
尊
を
挙
げ
、
次
に
是
等
に
対
す
る
天
台
等
類
似
本
尊
と
し
て
、

一
に
止
観
の
四
種
三
昧
中
常
行
・
常
坐
・
非
行
・
非
坐
の

経
に
依
り
「
欲
レ
見
＝
分
身
釈
迦
多
宝
一
者
」

（
正
蔵
四
六
、
一
四
〉

等
の
文
に
見
る
も
、
別
に
法
華
三
昧
に
依
れ
ば
矢
張
法
華
経
本
尊
で
あ
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々
昧
の
弥
陀
本
尊
は
、
文
殊
間
経
等
磁
前
禾
顕
真
実
の
経
の
故
に
之
を
排
し
、
半
行
半
坐
方
等
陀
羅
経
（
正
蔵
二
一
、
六
四
五
〉
並
に
普
賢

る
。
二
に
不
空
の
法
華
儀
軌
を
上
げ
「
宝
塔
品
の
文
に
よ
れ
り
‘
此
は
法
華
経
の
教
主
を
本
尊
と
す
、
法
華
経
の
正
怠
に
あ
ら
ず
」

r、、

五
七
四
〉

と
な
し
、
最
後
に
「
上
に
挙
ぐ
る
所
の
本
尊
（
題
目
）
は
釈
迦
・
多
宝
・
十
方
の
諸
仏
の
御
本
尊
、
法
華
経
の
行
者
の
正
意

也
'-

〈
全
上
〉

と
、
法
華
経
本
尊
即
題
目
本
尊
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
右
の
外
両
密
の
法
華
法
の
本
尊
と
し
て
は
、
上
述
の
如
く
東
密
に
於

て
は
両
部
不
二
の
多
宝
仏
を
取
る
が
、
台
密
に
は
大
日
間
体
の
釈
迦
又
は
弥
陀
の
異
説
が
あ
る
が
、
弥
陀
仏
と
取
れ
る
こ
と
は
当
時
念
仏

全
盛
時
代
な
り
し
故
に
、
儀
軌
（
三
昧
経
）
の
中
尊
の
無
量
寿
決
定
如
来
を
弥
陀
即
無
量
寿
仏
と
解
し
た
方
も
あ
っ
た
が
、
此
の
義
に
就

て
宗
祖
は
撰
時
紗
に
こ
れ
を
不
空
の
儀
軌
に
由
来
す
と
な
し

歓
智
の
儀
軌
に
寿
量
品
を
阿
弥
陀
仏
と
か
け
る
は
眼
前
の
僻
見
な
り
竺

O
一一一一〉



阿
弥
陀
説
と
不
空
の
僻
見
と
開
札
し
て
い
る
。
若
し
ム
口
密
の
釈
迦
正
意
説
と
し
て
は
、
静
然
が
行
林
妙
に
反
に
他
の
普
賢
説
を
排
し
て
、

専
以
ニ
釈
迦
－
可
レ
為
一
一
本
尊
一
、

所
以
者
何
於
ニ
法
華
経
一
為
ニ
能
説
教
干
一
一
、
於
ニ
同
史
茶
続
五
付
二
中
台
尊
－

U
間
一
一
此
仏
－
求
一
一
他
仏
一
哉
。

乃
至

以
ニ
他
仏
－
為
↓
一
本
尊
－
似
ν
無
ニ
本
意
－
。

（
正
蔵
七
六
、
一
二
七
）

ー
等
と
説
け
る
は
、
上
述
の
両
密
の
釈
迦
大
日
一
体
の
二
仏
中
、
左
の
多
宝
の
定
に
対
す
る
右
の
智
の
説
法
主
た
る
応
身
仏
な
る
故
に
、
教

主
本
尊
は
正
志
に
非
ず
と
同
比
し
て
、
法
華
経
の
本
尊
と
し
て
題
日
本
尊
を
取
ら
る
所
以
で
あ
る
。

更
に
題
目
を
本
尊
と
す
る
に
就
て
は
、
第
四
問
答
以
下
凶
問
答
に
於
て
こ
れ
を
明
に
し
て
い
る
が
、
先
づ
第
四
問
答
に
は
当
時
に
於
け

る
十
宗
の
本
尊
を
挙
げ
、
倶
ふ
一
口
・
成
山
中
六
・
律
を
釈
迦
劣
応
身
、
法
相
・
コ
玉
川
を
釈
迦
勝
・
応
身
・
草
厳
を
台
上
釈
迦
報
身
、
真
言
を
大
日

〈
法
身
）
浄
土
を
弥
陀
、
禅
hre
釈
迦

（
応
身
〉

と
な
し
、

諸
宗
悉
く
仏
を
本
尊
と
す
る
に
、

天
台
独
り
法
華
経
を
本
尊
と
す
る
義
あ
り

〈
一
五
七
四
〉

と
は
、

八
宗
達
目
紗
に
「
日
コ
法
草
宗
一
外
真
言
等
七
宗
、
並
浄
土
宗
等
以
－
一
釈
迦
如
来
－
不
v
知
v
為
v
父」

（
五
二
七
）

と
同
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意
で
あ
令
。
さ
れ
ば
又
曽
谷
人
道
殿
許
御
古
に
は
、

所
作
占
拠
誌
三
政
蒙
ニ
閤
魔
王
之
責
一
悔
二
此
道
界
一
、
不
空
三
政
還
渡
ニ
於
天
竺
－
、
捨
ニ
ぃ
共
言
一
来
ニ
臨
於
漢
土
一
、
建
ニ
立
天
台
於
戒
坦
－
、

両
日
作
中
央
本
尊
置
ニ
於
法
華
経
一
等
是
也
」

（
八
九
七
）

等
と
は
矢
張
法
華
経
の
本
尊
は
経
に
依
る
べ
き
右
一
乱
で
あ
る
。
然
る
に
第
五
問
答
に
於
て
は
儒
家
の
三
皇
五
帝
を
本
尊
と
す
る
如
く
、
仏

家
も
亦
釈
迦
を
本
尊
と
す
べ
し
と
な
し
、
第
六
問
答
に
於
て
は
釈
迦
を
本
尊
と
す
る
に
対
し
、
法
華
経
の
題
目
を
本
尊
と
す
る
に
対
し
、

上
述
の
経
釈
に
寄
せ
て

私
の
義
に
は
あ
ら
ず
、
釈
尊
と
天
台
と
は
法
華
経
を
本
尊
と
定
め
給
へ
り
、
末
代
今
の
日
蓮
も
仏
と
天
台
と
の
如
く
、
法
草
経
を
以
て

本
尊
と
す
る
也
」

ハ
一
五
七
四
）



等
と
述
べ
、
法
華
経
を
以
て
「
釈
迦
大
日
総
じ
て
十
方
諸
仏
」
の
父
母
即
ち
能
生
の
故
に
本
尊
と
な
す
と
な
し
、
第
七
問
答
に
至
っ
て
普

賢
経
（
「
三
世
諸
如
来
種
」
、

「
仏
三
種
身
従
－
一
方
等
一
生
」

（
の
文
を
引
き

此
等
の
経
文
、
仏
は
所
生
・
法
草
経
は
能
生
、
仏
は
身
也
、
法
華
経
は
神
也
。
然
則
木
像
両
像
の
開
眼
供
養
は
唯
法
華
経
に
か
ぎ
る
ベ

し
。
」

（
一
五
七
五
〉

等
と
述
べ
、
又
先
の
四
条
金
五
日
釈
迦
仏
供
養
事
に
は
矢
張
右
の
説
日
賢
経
を
引
き
、
法
報
応
の
三
身
を
挙
げ

此
三
身
如
来
を
ば
一
切
諸
仏
必
ず
和
具
す
。
警
へ
ば
月
の
体
は
法
身
、
月
の
光
は
報
身
、
月
の
影
は
応
身
に
た
と
う
。

一
の
月
に
三
の

こ
と
わ
り
あ
り
、

一
仏
に
三
身
の
徳
ま
し
ま
す
。

こ
の
五
山
三
身
は
法
平
経
よ
り
外
に
は
全
く
候
は
ず
。

故
に
天
台
大
川
一
古
「
仏
於

三
刊
－
等
有
ニ
一
二
身
－
、
於
一
一
諸
教
中
一
秘
レ
之
不
ν
伝
」
一
エ
々
。

乃
一
主
秘
レ
之
不
レ
伝
と
か
か
れ
て
候
ば
、

法
華
経
の
寿
H

－
一
品
よ
り
外
の
一
切

経
に
は
、
教
主
釈
尊
秘
し
て
説
き
給
は
ず
と
な
り
。

（
一
一
八
三
）
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等
と
も
述
べ
ら
る
」
如
く
、
経
文
は
仏
陀
の
格
証
に
川
市
せ
て
説
け
る
故
に
、
報
応
二
身
の
能
託
能
顕
に
山
合
せ
て
、
所
証
所
副
を
三
身
具
足

の
法
身
と
説
く
が
、
併
し
所
証
以
後
は
神
力
別
付
の
末
法
弘
通
の
要
一
法
の
如
く
、
能
生
能
説
の
経
典
に
即
し
て
そ
の
本
尊
を
御
義
に
所
調

無
作
三
身
の
山
荒
川
マ
と
見
ゆ
る
如
く
、
題
目
を
も
亦
本
尊
と
呼
ば
る
』
所
以
で
あ
る
。
若
し
本
紗
に
不
空
の
儀
軌
が
見
ゆ
る
が
、
目
喫
茶
羅
の

「
釈
迦
多
宝
十
方
の
諸
仏
の
御
本
尊
」
等
と
述
べ
ら
る
」
如
く
、
品
交
茶
羅
に
於
け
る
根
本
尊
崇
の
主
尊
の
み
に
就

語
を
見
ざ
る
こ
と
は
、

て
述
べ
ら
れ
た
る
が
為
め
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
祖
御
入
山
後
常
に
御
本
尊
を
、
釈
迦
仏
・
法
華
経
又
は
単
に
釈
迦
仏
・
法
華
経
と
遊
ば
さ

れ
た
る
は
、
全
く
今
の
問
答
紗
の
訟
に
依
て
明
か
で
あ
る
。



五、

一
念
三
千
と
本
門
の
本
尊

右
の
如
く
本
門
の
本
尊
た
る
円
安
茶
羅
の
中
尊
を
題
目
を
以
て
表
し
、
且
つ
顕
教
諸
宗
の
釈
尊
本
尊
、
浄
土
の
弥
陀
、
真
言
の
大
日
本
尊

等
に
対
し
、
仏
を
排
し
て
経
に
依
り
法
師
品
・
浬
繋
経
を
経
証
と
し
、

「
仏
は
所
生
・
法
華
経
は
能
生
」
と
説
か
る
L
よ
り
、
古
来
法
本

尊
説
と
な
す
向
も
あ
る
が
、
併
し
八
宗
違
日
紗
に
は
警
職
品
の
「
今
此
三
凶
作
」
並
に
「
我
亦
為
町
父
」

（
五
二
五
）

を
引
き
、
更
に
御
本

尊
集
中
文
永
に
一
、
建
治
弘
安
各
二
は
、
一
裕
文
と
し
て
「
今
此
三
界
」
の
文
を
記
さ
る
L
如
く
、
出
目
は
大
日
経
の
「
我
党
本
不
生
」
、

金
剛
頂
経
の
「
諸
法
本
不
性
」
等
の
文
に
依
る
、
不
生
隠
符
附
字
体
大
の
大
日
素
法
身
と
は
誤
り
、
寿
量
品
に
明
か
な
る
如
く
伽
耶
の
応

身
、
乃
至
五
百
塵
点
実
成
の
報
身
に
即
し
た
る
無
作
三
身
な
る
故
に
、
諸
宗
の
単
取
三
身
随
一
の
仏
本
尊
に
対
し
、
能
生
の
法
華
経
に
苛

せ
て
所
副
の
無
作
三
身
を
題
目
を
以
て
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
弘
法
以
来
四
百
余
年
の
釈
迦
大
日
不
二
一
体
、
釈
迦
多
宝
は
両

( 18 ) 

部
大
日
不
二
、
乃
至
塔
は
法
身
、
多
宝
は
報
身
、
釈
迦
は
応
身
等
の
一
両
自
由
の
出
密
雑
乱
の
本
尊
を
、
宝
塔
品
の
二
仏
に
還
元
し
、
更
に
両

界
の
大
目
を
二
仏
の
所
従
と
な
し
、

一
往
出
目
法
身
本
門
の
釈
迦
報
身
二
仏
応
身
の
訟
に
依
り
、
思
十
寛
報
身
に
即
す
る
法
身
即
ち
三
身
即

一
寿
呈
の
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
し
、
報
応
単
取
の
釈
迦
に
的
び
、
且
つ
末
法
弘
通
の
題
目
を
以
て
そ
の
宝
号
と
せ
る
故
に
、
三
秘
開
制
の

時
は
本
門
の
題
目
は
法
、
本
門
の
本
尊
に
報
出
紗
等
の
如
く
教
主
釈
尊
の
仏
を
取
ら
れ
る
に
依
て
、
諸
宗
の
仏
本
尊
に
対
す
れ
ば
一
作
、
法

本
尊
な
る
も
、
真
言
の
大
日
等
の
法
身
に
対
す
れ
ば
報
身
の
仏
本
尊
な
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
而
し
て
か
L
る
本
仏
の
三
身
即
一
四
士

不
二
の
相
を
以
て
、
本
円
の
本
尊
た
る
大
安
茶
と
す
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
宗
祖
は
か
L

る
愛
茶
雑
木
尊
を
莫
定
す
る
に
当
っ
て
、
上
掲

の
八
宗
達
目
紗
に
は
禅
宗
を
除
く
八
宗
を
挙
げ
、

「
白
ニ
法
華
宗
一
外
真
言
等
七
宗
、
並
浄
土
宗
等
以
ヱ
釈
迦
如
来
一
不
レ
知
レ
為
レ
父
」

（五

一一七）

と
述
べ
、

天
台
の
了
念
三
千
を
出
し
次
で
華
厳
真
言
の
盗
台
を
詳
説
し
、

蓮
半
三
昧
経
、

仏
政
経
〈
五
二
八
）

を
引
き
最
後
に



「
諸
宗
之
是
非
以
ν
之
可
ν
札
一
一
明
之
一
也
」

ハ
五
三
二
）

と
説
き
、
就
中
上
掲
の
法
華
真
言
勝
劣
事
に
「
治
不
v
立
二
念
三
千
一
者
、

十
界

目
安
茶
雑
本
無
A
7
有
外
道
之
法
」

（三
O
九）

を
始
め
、
草
木
成
仏
日
決
の
「
一
念
三
千
を
ふ
り
す
h

ぎ
た
る
大
豆
奈
川
純
」
（
五
コ
一
四
）
、
間
目

紗
の
「
寿
量
文
底
の
一
念
三
千
」

（
五
三
九
）
、

本
尊
紗
始
中
終
一
貫
の
一
念
三
千
（
七
O
二）

、
実
相
紗
の
「
事
の
一
念
三
千
の
法
門
」

（
七
二
四
）

、
義
浄
一
房
御
書
の
「
事
の
一
念
三
千
三
大
秘
法
」

（
七
三
O
）
、
真
問
釈
迦
仏
供
養
の
「
己
心
の
一
念
三
千
の
仏
」

（
山
五

七
〉
、

日
女
紗
の
「
一
念
三
千
自
愛
用
身
」

（
一
三
七
五
）

等
と
見
ゆ
る
如
く
、
我
が
三
身
即
一
四
士
不
二
の
大
長
茶
に
、
全
く
木
門
寿

日
”
の
事
の
一
念
三
千
即
ち
本
尊
紗
に
所
前
「
所
化
同
体
」

利
の
理
事
の
広
説
話
古
境
行
の
境
の
下
所
組
事
理
に
所
依
本
尊
「
是
如
－
一
本
尊
弁
一
」

（
七
三
一
〉

の
上
に
説
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
帥
川
が
一
念
三
千
品
川
の
十

ハ
全
ゴ
二

C
二
一
）
と
述
べ
た
る
所
以
で
あ
る
。

さ
れ
ば
上
述
の
如
く
弘
長
二
年
の
顕
語
、
松
紗
以
来
諸
宗
の
盗
ム
口
を
紋
説
し
、
終
に
開
目
紗
に
至
っ
て
、

古
都
厳
宗
と
真
言
と
の
二
宗
は
、
総
に
盗
ん
で
臼
宗
の
骨
目
と
せ
り
。

一
念
コ
一
干
の
法
門
は
但
法
草
経
本
門
寿
口
一
旦
品
の
文
の
底
に
し
ず
つ
め

( 19 ) 

た
り
。

（
五
三
七
）

等
と
述
べ
、
更
に
誼
本
縁
末
理
事
の
差
降
を
明
し
、
後
に
寿
日
品
の
「
我
実
成
仏
以
来
」
の
文
を
引
き
、
次
で
華
厳
・
阿
含
・
浄
名
・
大

集
・
大
日
・
仁
王
・
無
量
義
経
・
方
便
品
の
「
我
始
坐
道
場
」
等
の
文
を
挙
げ
、

一
一
吉
に
大
虚
妄
な
り
と
や
ぶ
る
も
人
な
り
。
此
過
去
市
制
は
る
h

時
諮
仏
は
山
口
釈
尊
の
分
身
な
り
、

（
五
七
六
）

等
と
諸
経
の
諸
仏
を
悉
く
釈
尊
の
分
身
と
な
し
。
更
に

法
華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
は
積
子
無
上
を
立
て
た
り
、
天
台
の
一
念
三
千
こ
れ
な
り
。
華
厳
経
乃
至
諸
大
乗
経
大
日
経
等
の
諸
尊

の
種
子
は
皆
一
念
三
千
な
り
。
乃
至
法
華
経
と
大
日
経
と
の
勝
劣
と
判
ず
る
時
、
理
同
事
勝
の
釈
を
つ
く
れ
り
、
両
界
の
目
安
茶
羅
の
ニ

乗
作
仏
・
十
界
互
具
は
、

一
定
大
日
経
に
あ
り
や
、
第
一
の
諒
惑
な
り
。

ハ
五
七
九
）



等
と
両
密
の
理
同
事
勝
等
の
釈
は
、
悉
く
顕
密
雑
乱
本
無
今
有
の
邪
説
と
な
し
。
更
に
開
日
紗
に
次
で
一
念
三
千
に
依
り
、
木
門
の
本
尊

の
意
を
明
に
し
た
の
が
観
心
本
尊
紗
で
あ
る
。

き
れ
ば
本
尊
紗
は
開
巻
第
一
に
天
台
の
一
念
三
千
を
挙
げ
、
第
九
番
問
答
に
至
っ
て
百
界
千
如
と
一
念
三
干
の
同
巽
を
明
に
し
、

草

木
之
上
不
ν
置
一
一
色
心
因
果
一
木
削
像
十
本
レ
時
二
本
尊
－
無
益
山
」

（七
O
三）

と
説
き
、
一
史
に
十
番
問
符
に
経
て
次
第
に
彼
の
理
観
を
事
観
に

会
し
、

「
所
詮
非
二
念
二
一
千
仏
称
－
者
、
有
情
成
仏
本
一
同
二
像
之
本
尊
有
名
無
笑
也
」

ハ
七
一
一
）

と
述
べ
、
第
二
十
番
問
答
に
至
り
無

主
義
経
・
方
便
口
m
・
担
架
紅
・
龍
樹
（
大
論
）

－
四
ぺ
一
州
玄
義
記
（
均
正
）
士
口
蔵
（
遊
烹
）
天
台
（
玄
義
）
の
杭
疏
の
七
文
を
引
き
、

釈

尊
同
行
呆
徳
」
等
ハ
七
一
一
）

の
三
十
三
千
に
寄
せ
て
受
持
一
政
与
を
説
き
、
最
後
に
妙
楽
の
「
当
知
身
土
一
念
三
千
」
等
の
理
観
結
成
の

二
十
四
字
を
随
義
転
用
し
て
、
受
持
に
似
る
事
観
結
成
の
義
を
明
か
に
し
、
次
で
諸
経
の
浄
土
派
に
訪
仏
を
悉
く
無
常
と
な
し
、
寿
量
品

の
「
我
此
土
安
穏
、
天
人
前
充
満
」
の
訟
に
依
り
「
今
本
時
」
等
の
四
十
五
字
（
七
三
一
）

に
背
せ
て
、
此
経
の
事
の
一
念
三
千
の
実
義

( 20 ) 

を
引
か
に
し
、
妙
法
五
字
に
結
べ
る
神
力
別
付
の
法
と
な
し
、
次
で
五
字
日
正
足
の
一
念
三
千
仏
界
総
起
の
長
茶
羅
を
、
「
共
本
尊
為
ν
体」

与
の
八
十
九
字
に
育
て
始
め
て
本
門
の
本
尊
大
目
安
茶
維
を
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ポ
し
御
十
午
前
吋
集
の
文
永
九
年
第
八
の
岳
民
茶
羅

に
、
右
の
妙
楽
の
文
を
詰
JX
と
せ
る
は
、
受
持
一
諒
与
の
v
J
処
↑
共
同
仏
供
養
の
「
事
の
一
念
三
千
の
仏
」
、
即
ふ
り
仏
界
縁
起
の
曇
茶
経
の
北
日

現
色
身
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
く
て
右
の
木
尊
の
本
尊
を
共
現
せ
ら
れ
た
の
が
、
文
永
九
年
七
月
八
日
の
所
相
佐
波
始
闘
の
大

目
安
み
羅
で
あ
る
。

此
の
目
安
茶
縦
は
目
て
身
延
に
珍
蔵
せ
ら
れ
た
が
、
明
治
八
年
烏
有
に
帰
し
た
が
、
幸
往
年
速
泊
亨
松
写
が
御
本
尊
写
真
帖
第
一
に
伝
え

ら
れ
て
い
る
が

「
五
十
二
歳
佐
渡
、
此
本
尊
宗
祖
発
給
之
大
長
奈
雑
也
、
絹
地
巾
二
尺
八
寸
一
分
、
長
さ
五
尺
八
寸
二
分
、
外
妙
讃
有

之
、
裏
金
同
慶
長
十
四
日
酉
仲
夏
日
速
」
と
あ
り
、
玉
沢
域
雲
追
師
所
前
、
明
治
叶
七
年
八
月
写
伝
左
の
如
く
で
あ
る
。
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南
無
持
国
天
王

南
無
無
辺
行
菩
薩

南

無

上

行

菩

薩

南
無
差
口
徳
等
諸
仏

制－－＜ i尽~

南

無

多

宝

如

来

南

無

~~~材陣盟議

南
無
釈
迦
牟
尼
仏

南
無
分
身
等
諸
仏

南

無

浄

行

菩

薩

南
無
安
立
行
菩
薩

南
無
毘
沙
門
天
王

不
動
明
王

（
林
ん
字
）

南
無
阿
修
羅
王
等

南
無
四
輪
王

南
無
大
日
天
等

南
無
大
林
凡
天
王
等

南
無
文
殊
弥
制
等

妙

法

蓮

華

経

南
川
出
品
一
口
利
弗
等
口
口

南
無
釈
捉
相
閃
等

南
側
…
大
月
天
等

南
無
天
照
八
幡
等

愛
染
明
王

（
党
字
）

南
無
広
目
天
王

南
無
天
台
大
師

南
無
較
婆

南
無
見
草
婆

南
無
曲
歯

南
幅
一
華
歯

南
無
尽
歯

南
側
…
鬼
子
母
神

南
無
多
留
置

南
無
無
献
足

南
無
持
胡
岐
路

南
無
山
年
諦

南
無
奪
一
切
精
気

南
無
伝
教
大
師

太
才

女
永
八
年
辛
末
九
月
十
二

日
葉
一
御
勘
気
一
遠
一
流
佐
渡

同
一
、
同
十
年
大
才
笑
酉
七
月

八
日
図
レ
之
日

蓮

此
法
華
経
大
憂
茶
羅

仏
滅
後
二
千
二
百
余
年

一
閣
浮
提
之
内
未
曽
有
レ
之

日
蓮
始
図
レ
之

花

「
如
来
現
在
、
猟
多
怨
嫉

況
減
度
後
」
、
法
華
弘
通

之
故
杏
扇
町
難
一
事
仏
語
不

レ
慮
也

南
無
増
長
天
王

十甲
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か
L
る
大
長
茶
羅
は
上
述
の
如
く
、
遺
文
中
随
処
に
不
空
の
儀
軌
等
の
見
ゆ
る
に
よ
り
、
出
国
軌
を
の
胎
蔵
式
コ
一
一
章
受
茶
羅
を
襲
用
し
、

彼
の
絵
目
安
奈
経
或
は
種
子
に
依
る
法
長
奈
維
を
文
字
回
受
茶
維
と
な
し
、
且
つ
彼
の
平
面
式
と
立
体
式
と
し
た
も
の
で
、
中
央
の
旭
日
は
中

台
一
両
側
最
上
坦
の
二
仏
・
善
徳
十
方
・
本
化
四
大
士
は
八
葉
諸
尊
は
最
上
組
、
第
二
到
一
の
遮
化
・
戸
闘
・
焚
釈
・
日
月
天
等
は
中
品
川
一
の
通

市
部
、
第
三
坦
の
克
子
母
・
十
羅
刺
人
師
・
四
天
王
・
二
明
王
は
下
刊
一
の
金
剛
部
に
相
等
す
る
の
で
あ
る
。
且
つ
仏
部
の
善
徳
十
方
は
結

桂
川
L

依
る
こ
と
は
、
本
尊
紗
の
八
品
に
異
り
広
く
法
華
三
郎
に
よ
り
、
就
中
金
剛
部
四
天
王
中
持
同
昆
沙
門
の
二
天
故
に
克
子
母
・
十
羅

刺
は
陀
羅
尼
品
に
見
ゆ
る
が
、
四
天
王
は
総
じ
て
依
軌
、
二
明
王
巾
不
動
は
儀
軌
に
見
ゆ
る
が
、
要
す
る
に
二
明
王
は
真
言
の
修
法
に
由

来
、
且
つ
建
長
感
見
の
凶
縁
に
依
り
上
述

ω
如
く
「
降
伏
形
」

ハ三

O
九）

と
し
て
列
せ
ら
れ
た
。
就
中
天
照
八
幡
の
同
神
は
恐
ら
く
、

小
力
、
ん
が
山
の
普
通
広
釈
の
広
願
の
下
に
「
天
神
地
祇
衆
」

（
圧
政
七
四
七
七
九
）

と
あ
る
等
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
併
し
問
日
紗
に
は

「1
苧
厳
大
日
経
等
諸
尊
の
種
子
は
皆
一
念
三
千
な
り
」

（
五
七
九
〉

と
も
、

草
木
成
仏
口
決
に
は
既
に
草
に
も
木
に
も
な
る
仏
」

（五
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と
仰
せ
ら
れ
、

院
虫
と
出
印
し
て
蓑
虫
を
仏
に
す
る
」

と
も
遊
ば
さ
る
h
如
く
二
念
三
千
義
に
依
れ
ば
十
界
の
依
正
何
物
か
陥
つ
べ
き
も
の
が
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
本
尊
紗
に
は
一

四
条
金
五
円
許
御
文
に
は

「
龍
樹
笠
n
薩
は
法
華
経
の
不
忠
議
を
古
一
円
き
給
ふ
に
、

（
一
八
二
五
〉

作
十
本
門
八
品
に
寄
せ
て
円
安
一
茶
羅
を
述
べ
ら
れ
た
が
、
併
し
建
治
三
年
の
日
女
御
前
御
返
事
に
は
、

「
日
蓮
が
自
作
に
は
あ
ら
ず
、
多
宝
塔

小
入
牟
尼
位
尊
分
身
の
諸
仏
す
り
が
た
き
た
る
本
尊
也
」

（
一
三
七
五
）

と
述
べ
、

首
題
の
五
字
は
中
央
に
か
h

り、

四
大
天
王
は
宝
塔
の
四
方
に
坐
し
、
釈
迦
多
宝
木
化
の
四
十
音
薩
肩
を
政
ぺ

（
仏
部
）
、
普
賢
・
文
殊

等
舎
利
弗
白
連
等
を
坐
屈
し
、
日
天
・
月
天
・
第
六
天
の
魔
王
・
龍
王
・
阿
修
縦
（
法
華
部
）
、
其
外
不
動
・
愛
染
は
南
北
の
二
方
に

陣
を
取
り
、
悪
逆
の
途
多
・
愚
痴
の
龍
女
一
座
を
は
り
、
三
千
世
界
の
人
の
寿
命
を
奪
ふ
思
鬼
た
る
鬼
子
母
神
十
羅
剃
女
等
、
加
之
日

本
国
の
守
護
神
た
る
天
照
太
神
八
幡
大
菩
薩
、
天
神
七
代
地
神
五
代
の
神
々
総
じ
て
大
小
の
神
祇
等
体
の
神
つ
ら
な
る
。
其
余
の
用
の



神
宣
も
る
べ
け
ん
や
。
是
等
の
仏
菩
薩
大
聖
等
総
じ
て
序
品
列
坐
の
二
界
八
番
の
雑
衆
一
人
も
も
れ
ず
、
此
御
本
尊
に
住
し
給
ひ
、
妙

法
五
字
の
光
明
に
て
ら
さ
れ
て
本
有
の
尊
形
と
な
る
。
是
を
本
尊
と
申
す
也
。

ハ
一
三
七
五
〉

等
と
は
、
当
時
図
胤
を
具
説
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
か
く
の
如
き
長
茶
維
の
依
文
と
し
て
、
諸
法
実
相
紗
並
に
左
の
日
女
紗
に

は
、
共
に
方
便
品
の
「
諸
法
実
」
、

令
排
出
川
の
「
十
界
必
身
土
」
、

並
に
天
台
の
文
と
し
て

「
実
相
深
理
本
有
妙
法
蓮
華
経
」

の
三
文

が
引
か
れ
、
就
中
日
女
紗
に
は
、
更
に
伝
教
の
文
と
し
て
「
一
念
三
千
自
愛
用
身
、

自
愛
用
身
者
出
尊
形
仏
」

（
一
三
五
七
・

御
義
口
伝

二
六
七
一
二
帖
紗
円
教
三
身
下
）
の
文
を
引
か
れ
た
る
こ
と
は
、
実
相
紗
に
「
法
界
の
す
が
た
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
に
か
は
る
事
な
し
」

「
是
即
本
門
寿
量
品
の
事
の
一
念
三
干
の
法
門
」
等
と
遊
ば
さ
る
h

如
く
、
妙
法
蓮
華
経
の
大
憂
茶
維
が
事
の
一
念
三
千
、
生
仏
同
体
・
仏

界
縁
起
の
本
有
の
尊
形
な
る
故
に
、

「
未
，
官
有
の
大
貝
喫
茶
縦
」
と
も
、

「
一
闇
浮
提
弟
一
の
御
本
尊
」
と
も
仰
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
る
。

六
、
三
大
秘
法
と
長
奈
羅
本
尊
の
意
図
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宗
祖
末
法
弘
通
の
正
意
は
神
力
別
付
の
題
目
に
あ
っ
た
が
、
佐
後
に
至
っ
て
は
法
草
取
要
紗
に
「
我
門
弟
順
縁
、
日
本
国
逆
縁
」

r、
/¥ 

一六〉

と
見
ゆ
る
如
く
、
順
縁
の
子
坦
に
は
目
安
奈
縦
本
尊
を
授
与
せ
ら
れ
た
が
、
常
に
別
付
の
要
法
に
寄
せ
ら
れ
た
る
こ
と
は
、
妙
法
長

茶
雑
供
養
事
に
「
妙
法
蓮
華
経
の
御
本
尊
」

（
六
九
八
）

、
本
尊
紗
の
「
塔
中
妙
法
蓮
華
経
」

（
七
一
二
）

、
実
相
紗
の
「
法
界
の
す
が

た
妙
法
起
華
経
の
五
字
」

（
七
二
四
）

、
回
仏
未
来
記
の
「
本
門
本
尊
妙
法
五
字
」

（
七
四
O
〉
、
白
谷
紗
に
「
一
大
秘
法
」

（九
O
O）

白
女
紗
に
「
首
題
の
五
字
」

〈
一
三
七
五
）

、
問
答
紗
の
「
法
華
経
の
地
目
」

（
一
五
七
三
）

等
と
、
小
尊
又
は
総
相
を
説
か
れ
た
る
に

依
て
明
か
で
あ
る
。

こ
れ
寿
最
品
に
滅
後
の
衆
生
を
失
心
不
失
心
の
二
類
に
分
ち
、

失
心
に
対
し
て
は

「
是
好
良
薬
今
留
在
此
乃
至
遺

使
還
告
」
等
と
説
か
る
る
に
依
る
の
で
あ
ゐ
が
、
然
し
不
失
心
に
対
し
て
は
「
此
大
良
薬
色
香
美
味
皆
悉
具
足
」
と
も
説
か
る
L
故
に
、



義
浄
一
房
御
室
百
に
は
自
ら
に
寄
せ
ら
れ
て
、
寿
註
品
の
「
一
心
欲
見
仏
、
不
自
惜
身
命
」
の
文
を
挙
げ
て
、

日
蓮
の
己
心
の
仏
界
を
此
文
に
依
て
叫
す
山
o
Hハ
故
は
寿
回
収
品
の
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
を
成
就
せ
る
事
此
経
文
な
り
。
（
七
三
O
〉

等
と
述
べ
ら
る
L

如
く
、
末
法
一
同
の
辺
紋
下
杭
の
五
字
は
、
順
械
に
於
て
は
南
無
妙
法
起
草
経
の
七
宇
と
な
り
、
真
言
の
三
密
を
亡
国

の
邪
法
と
な
し
、
立
正
安
国
の
三
秘
の
妙
行
が
以
開
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
本
尊
紗
の
妙
観
段
に
受
持
譲
与
に
次
で
本
門
の
本
尊

が
述
べ
ら
れ
、
流
通
段
に
至
っ
て
「
事
行
の
南
無
妙
法
蓮
華
経
並
木
門
本
尊
未
ニ
広
行
一
レ
之
」

（
七
一
九
）

等
と
、
順
縁
の
受
持
に
コ
一
秘
の

二
法
を
明
に
せ
ら
れ
し
如
く
、
上
利
の
諸
紗
も
出
目
と
同
じ
く
、
要
法
の
五
字
を
以
っ
て
表
せ
ら
れ
、
こ
と
に
問
答
紗
の
義
に
依
ら
れ
た

る
が
た
め
で
あ
る
。

か
く
て
本
尊
紗
御
撰
述
の
翌
五
月
、
上
初
義
浄
一
房
御
告
に
始
め
て
三
秘
の
説
を
見
、
更
に
翌
月
の
顕
仏
米
米
記
に
は
「
本
門
本
尊
妙
法
蓮

華
経
令
四
広
－
一
山
岳
侃
三
布
於
閥
浮
提
一
鰍
」

（
七
問

O）

と
－
品
交
」
、

三
－

又
翌
月
の
沼
木
入
道
殿
御
返
事
に
は
「
寿
長
品
仏
与
コ
妙
法
五
字
乙

七
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白
四
〉

と
も
、
波
木
井
三
郎
股
御
返
事
に
は
「
本
門
教
主
寺
塔
・
：
妙
法
法
華
経
五
字
」

（
七
八
四
）
等
と
何
れ
も
三
秘
の
二
法
を
説
き
、

十
二
月
の
法
華
行
者
値
難
事
に
は
「
本
門
本
尊
与
ニ
四
菩
降
戒
坦
一
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
」

（
七
九
八
〉

と
、
始
め
て
三
秘
を
具
説
せ
ら

れ
て
い
る
が
、
右
の
「
四
菩
院
の
戒
刈
一
」
と
は
こ
れ
先
の
本
尊
紗
の
流
通
段
の
末
尾
に
、

「
此
時
地
涌
千
界
出
現
本
門
釈
尊
為
ニ
脇
士
一
、

一
閤
浮
提
第
一
本
尊
可
レ
立
－
一
此
凶
こ
等
と
述
べ
ら
る
」
を
、
従
来
本
円
本
尊
の
意
と
解
す
る
が
、
併
し
流
通
段
の
末
法
広
布
の
下
な
る

よ
り
、
四
海
帰
妙
に
依
る
本
門
戒
氾
の
斡
説
を

Mmす
べ
き
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
輝
師
も
本
尊
弁
に
「
如
ニ
後
文
－
者
或
為
コ
別
意
一
、
至
ニ
前
文
－

則
直
銘
ニ
目
安
茶
縦
一
知
山
v
疑
鍬
」

（
全
、
一
二
三
二
六
）
等
と
述
べ
ら
る
L
所
以
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
全
年
の
法
華
取
要
紗
（
八
一
五
）
に
も
三
秘

を
説
き
、
か
く
て
建
治
二
年
の
報
恩
妙
に
至
っ
て

日
本
乃
至
一
閲
咋
提
一
向
に
本
門
の
教
主
釈
尊
を
本
尊
と
す
べ
し
。
所
前
宝
塔
の
中
の
釈
迦
多
宝
外
の
諸
仏
、

UU
に
上
行
等
の
四
菩
薩



脇
士
と
な
る
べ
し
。
二
に
は
本
門
の
戒
担
。
三
に
は
一
同
に
他
事
を
す
て
」
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
ふ
べ
し
。

（
一
二
凶
八
）

雄
一
す
と
述
べ
ら
る
』
如
く
、
単
に
本
尊
を
説
く
時
に
は
妙
法
五
字
を
以
て
す
る
が
、
三
秘
の
二
法
乃
至
三
法
を
具
説
す
る
時
に
は
、
題
目
の

五
字
の
要
法
に
対
し
て
、
本
尊
を
木
門
の
本
尊

X
は
定
量
品
の
釈
尊
等
と
、
題
目
の
法
に
対
し
て
仏
を
以
て
本
尊
と
せ
る
こ
と
は
、
本
尊

鈴
に
「
妙
法
蓮
草
経
左
右
釈
辿
多
支
釈
尊
脇
士
、
乃
至
此
仏
倣
」

（
七
一
二
）

等
と
説
け
る
如
く
、
一
一
一
身
具
足
の
法
身
仏
を
以
て
せ
る
こ

と
は
、
日
女
紗
の
「
首
題
の
五
字
」
、
問
符
紗
の
「
法
華
経
の
出
は
」
等
と
説
け
る
も
全
く
同
意
で
あ
る
。

然
ら
ば
何
故
に
実
相
紗
に
「
法
界
の
す
が
た
妙
法
在
筈
経
心
五
千
）
と
汎
き
、
本
尊
紗
に
は
本
円
八
口
叩
の
儀
相
と
説
か
れ
て
目
安
茶
羅
本

尊
を
莫
定
せ
ら
れ
た
る
か
は
、
浄
土
宗
に
於
て
念
仏
に
依
て
弥
陀
の
浄
土
の
似
生
を
則
す
る
如
く
、
宗
組
は
本
門
八
品
に
出
わ
れ
た
る
浄

土
を
本
尊
と
し
、

唱
題
に
依
て
裟
婆
即
寂
光
を
期
す
る
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

同
教
の
判
ー
持
た
る
安
凶
論
に
妙
法
広
布
に
依
る

「
三
界
仏
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国
」
を
期
し
、
報
思
紗
に
は
、

「
極
楽
百
年
の
修
行
は
楠
土
一
日
の
功
に
及
ば
ず
」

三
三
凶
九
）
と
念
仏
往
生
を
肱
し
、
本
尊
紗
の
「
所

化
同
体
」
の
上
に
広
布
と
説
き
、
如
説
修
行
紗
に
は
「
天
下
回
民
諸
釆
一
仏
来
乃
至
人
法
不
名
不
死
」
等
と
説
き
、
就
小
法
華
取
要
紗
に

は
「
出
ニ
現
上
行
等
聖
人
一
、
本
円
三
法
円
建
ユ
立
之
－
、

一
回
天
四
海
一
同
妙
法
蓮
草
経
広
宣
流
布
無
レ
疑
者
欺
」

（
八
一
八
）
等
と
述
べ
ら

れ
た
る
は
、
本
尊
紗
の
末
尾
に
上
述
の
如
く
、
四
刊
汁
一
隊
出
現
に
依
り
本
尊
建
丸
一
即
ち
戒
州
一
の
け
パ
現
を
期
せ
ら
れ
た
る
に
依
て
明
か
で
あ
る
。

と
れ
諸
法
実
相
紗
に
、

口
蓮
一
人
は
じ
め
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
唱
へ
し
が
、
二
人
三
人
百
人
と
次
第
に
唱
へ
っ
た
ふ
る
な
り
、
剰
へ
広
宣
流
布
の
時
は
一
同

に
南
無
妙
法
廷
辛
経
と
唱
へ
ん
事
は
、
大
地
を
的
と
す
る
な
る
べ
し
。

（
七
二
七
）

と
述
べ
、
又
撰
時
紗
に
は
、

日
蓮
が
法
華
経
を
信
じ
始
め
し
は
、

日
本
凶
に
は
一
滴
一
一
徴
照
の
ご
と
し
、
法
華
経
乞
二
又
三
人
十
人
百
千
万
億
人
唱
え
伝
ふ
る
ほ
ど



な
ら
ば
、
妙
覚
の
須
弥
山
と
も
な
り
、
大
担
架
の
大
海
と
も
な
る
べ
し
、
仏
に
な
る
道
は
此
よ
り
ほ
か
に
又
も
と
む
る
事
な
か
れ
。

（一

O
五
四
）

等
と
説
か
る
L
如
く
、
宗
祖
の
四
海
帰
妙
の
理
似
は
本
川
八
日
間
の
浄
土
佐
に
所
前
「
我
此
土
安
穏
、
天
人
市
充
満
」
と
説
け
る
如
き
、
楽

土
、
即
ち
総
勘
文
紗
に

極
楽
者
、
十
方
法
界
正
報
有
情
、
十
方
法
界
依
報
国
土
、
和
合
一
体
三
身
即
一
、

四
土
不
二
法
身
一
仏
、

十
界
為
レ
体
法
身
、
十
凶
作
為

レ
心
報
身
也
、
十
界
為
レ
形
応
身
也
。
十
界
外
細
川
レ
仏
、
仏
外
無
二
十
界
一
、
依
正
不
二
身
土
不
二
、
以
二
仏
体
一
云
ユ
寂
光
土
一
。
（
一
六
九
二
）

等
と
説
け
る
楽
土
の
実
現
を
以
て
、
四
海
帰
妙
に
依
る
本
川
の
成
坦
の
完
成
即
ち
建
立
の
怠
を
解
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
れ
ば
遺
文
中
古
米

よ
り
真
偽
の
論
あ
る
三
秘
紗
の
外
に
他
に
何
等
戒
地
控
立
等
の
文
を
見
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
報
凶
山
紗
に
三
秘
を
日
月
説
せ
る
文
中
戒
坦
に
就

て
は
単
に
「
こ
に
は
本
門
戒
坦
」
と
の
み
述
べ
ら
れ
て
、
何
等
そ
の
形
相
等
に
就
て
述
べ
ざ
る
は
、
戒
則
一
は
小
権
の
戒
叩
一
乃
至
叡
山
円
峨

戒
岨
に
見
る
如
き
、
受
戒
の
道
場
建
立
に
あ
ら
ず
し
て
、
神
力
品
に
「
如
説
修
行
所
在
国
土
汁
至
国
中
林
中
山
谷
順
野
」
等
と
説
げ
る
如
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く
、
如
説
修
行
の
行
者
の
住
処
即
分
の
戒
坦
で
、

「
二
人
三
人
十
人
百
千
万
億
人
唱
へ
伝
へ
」
て
、
四
海
帰
妙
の
時
を
以
て
尚
の
戒
川
一
を

期
す
べ
き
で
あ
る
。
英
述
、
戒
州
一
本
ー
尊
の
義
あ
る
に
拘
ら
ず
、
富
士
門
流
等
に
於
て
勝
地
事
坦
建
立
の
妄
説
は
、
全
く
机
意
に
反
す
る
こ

と
は
明
か
で
あ
る
。

七
、
長
奈
羅
と
そ
の
相
貌

上
述
の
如
く
技
本
尊
即
長
一
茶
維
は
、
真
言
並
に
党
証
以
来
法
華
唯
一
の
儀
軌
た
る
、
不
空
一
の
儀
軌
を
中
心
と
せ
る
法
華
法
の
顕
密
雑
乱

い
山
内
見
奈
，
組
を
、
天
台
の
一
念
ゴ
一
千
義
に
依
り
正
し
く
本
門
八
日
間
の
儀
相
と
し
て
、
仏
凶
作
縁
起
の
上
に
統
括
せ
ら
れ
た
過
程
を
、
広
く
遺
文
の



上
に
求
め
、
コ
一
秘
の
妙
行
に
依
て
四
海
帰
命
へ
の
依
止
処
と
し
て
、
そ
の
一
斑
を
述
べ
た
の
で
あ
る
が
、
勿
論
さ
り
と
て
造
縁
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
然
ら
ば
か
h

る
四
海
帰
妙
即
ち
法
界
成
仏
の
依
止
処
た
る
目
安
安
羅
は
、
御
生
涯
川
市
し
て
何
耐
図
出
せ
ら
れ
、
更
に
そ

の
相
貌
は
如
何
様
な
り
し
か
に
就
て
こ
れ
を
見
る
に
、
現
に
上
述
の
如
く
片
川
氏
の
御
本
尊
集
の
一
二
三
一
附
と
、
身
延
品
目
存
述
山
古
了
師
棋

写
の
二
四
幅
（
二
八
幅
中
五
、
七
、
一
一
七
、
二
八
の
四
幅
は
前
者
と
重
複
）
と
計
一
四
七
一
帆
が
数
へ
ら
れ
る
。
勿
論
こ
れ
等
は
時
代
に
依

り
共
略
一
様
で
は
な
い
が
、
そ
の
時
代
的
変
選
は
桜
神
第
廿
二
号
の
抑
制
「
大
昆
茶
経
儀
相
の
研
究
」
の
附
図
に
依
て
知
ら
れ
た
い
。
ム
ソ

は
此
に
是
等
に
就
て
図
顕
年
代
、

観
請
式
、

主
文
、
花
押
に
就
て
之
の
大
綱
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
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一六五

右
の
一
二
四
幅
中
御
凶
凶
作
次
な
き
も
の
一
九
で
、
一
市
文
小
他
の
語
文
あ
る
も
、
疋
像
未
弘
の
大
円
由
民
茶
維
の
讃
文
な
き
も
の
四
三
、
大

( ~8 ~ 

本
場
と
認
め
ら
れ
た
ゐ
も
の
文
永
十
一
年
十
二
川
の
波
本
山
中
岡
山
川
で
、
現
似
仲
間
妙
木
寺
政
（
御
本
尊
集
第
十
六
）
の
一
幅
を
見
る
の
で

あ
る
。

且
つ
御
本
尊
集
小
に
は
す
人
永
八
年
最
初
の
を
初
子
御
本
尊
、

第
八
を
一
念
三
千
御
本
尊
等
と
通
称
せ
ら
れ
る
も
の
に
、

文
永
に

五
－
建
治
に
六
、
弘
安
に
七
の
十
八
を
数
え
る
如
く
、
迫
文
と
同
椋
木
宗
に
於
て
は
弦
茶
縦
と
も
木
尊
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
は
今
日
も
同

株
で
あ
る
。
又
布
の
通
称
に
依
れ
ば
一
念
三
千
、
ム
ブ
此
三
凶
作
、
病
即
消
滅
、
祈
務
等
詰
文
に
依
て
呼
ば
れ
て
い
る
。
か
L

る
経
疏
の
讃
文
と

L
て
は
州
知
E
恩
義
経
の
「
四
十
余
年
末
川
山
真
実
」
を
始
め
、
方
便
品
の
「
要
当
説
呉
笑
」
、
聖
職
um
の
「
ム
7

此
三
界
」
、
法
師
口
聞
の
「
若
於

一
一
割
中
」
、

「
巳
今
当
説
」
、

「
猶
多
怨
嫉
」
、

の
三
文
、
宝
塔
口
問
の
「
背
是
↓
以
笑
」
、
安
楽
行
日
間
の
「
多
怨
刻
信
」
、
寿
日
一
旦
品
の
「
余

止
〈
化
者
」
、

「
是
灯
良
薬
」
の
二
文
、
神
力
口
聞
の
「
四
句
要
法
」
、
薬
王
口
川
「
病
之
是
薬
」
、
担
架
経
如
来
竹
品
の
「
諸
仏
所
師
」
、
病

現
品
の
「
か
是
一
二
病
」
（
正
政
二
一
四
三
ご
、
党
行
口
山
の
「
而
有
七
子
」

（
人
丁
上
四
三
一
）
の
コ
二
V
〈
、
釈
畿
の
「
巳
ム
7

当
妙
」

（
三
下
三



七
）
、
文
句
記
の
「
頭
破
七
分
」

ハ一

O
四
二
）

輔
行
の
「
当
知
身
土
」

（
五
ノ
三
二
O
左
）
、

依
源
集
の
「
持
者
問
罪
於
無
間
」

（

A1エ

二
六
O
四
）
等
単
複
二
三
所
に
こ
れ
を
見
る
が
、
右
の
釦
く
何
れ
も
諸
経
の
一
致
文
と
、
信
誇
の
要
文
の
み
で
あ
る
。

次
に
長
事
羅
図
顕
の
変
遷
の
上
に
就
て
は
、
上
述
の
如
く
最
初
佐
前
の
郎
日
二
明
王
に
発
し
、
佐
渡
に
至
っ
て
引
っ
二
仏
を
加
え
、
文

殊
普
賢
、
見
子
、
剃
女
に
及
び
四
菩
院
を
加
え
る
等
、
概
ね
唱
題
紗
の
杭
恕
に
合
致
す
る
様
で
あ
る
。
終
に
文
永
十
年
本
尊
紗
の
撰
述
と

な
り
、
人
エ
年
に
所
詰
佐
渡
始
顕
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
木
尊
紗
に
は
八
日
間
の
儀
相
と
説
か
れ
た
が
、
始
顕
本
尊
は
報
山
内
山
紗
に
「
釈
迦
、

多
宝
外
の
訪
仏
」
ハ
一
二
四
八
）

宅
と
見
る
か
く
、
広
く
法
草
三
部
に
依
ら
れ
て
誉
総
十
方
を
仏
部
に
加
え
ら
れ
て
い
る
が
要
す
る
に
勧
詰

式
に
就
て
は
叉
永
時
代
は
総
帰
命
、
恕
治
以
後
は
四
聖
帰
命
で
あ
る
が
、
勿
論
説
尊
に
就
て
は
広
路
要
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
が
、
就
中
、

引
い
部
に
就
て
見
れ
ば
、
叉
、
永
、
建
治
に
は
菩
紙
、
十
万
を
見
る
が
、
弘
安
日
付
依
は
λ
f
j
く
之
を
除
き
、
本
円
八
口
叩
の
む
く
二
仏
四
弘
前
の
み
と
な

か
く
の
釦
く
弘
安
に
至
つ
て
は
、
全
〈
八
日
聞
の
儀
作
を
中
心
と
し
て
純
法
部
長
謀
総
と
な
っ
た
め
で
あ
る
が
、
此
の
時
に
至
っ
て
更
に

( 29 ~ 

『
た
の
で
あ
る

c
Tし
文
永
楚
比
に
見
ゆ
る
一
向
都
大
日
は
こ
れ
全
く
駒
山
首
抑
制
乱
を
加
却
し
た
取
委
卸
等
の
芯
に
仏
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

－
つ
の
愛
牝
は
、
往
年
山
川
樗
士
に
什
似
て
託
児
せ
ら
れ
た
、
長
引
先
縦
に
於
け
る
荘
判
の
作
近
で
あ
る
c

此
の
和
泣
は
独
り
ロ
反
発
縦
の
み
で

な
く
、
道
又
の
上
の
れ
杵
に
於
て
も
見
ら
る
－
h

こ
と
は
、
き
ね
て
鮮
木
教
授
が
大
前
年
縦
三

C
二
）
号
に
実
罰
せ
ら
れ
て
レ
る
P

即
ち
動
本

噂
に
於
て
は
弘
宏
一
死
年
四
月
廿
一
日
、

3
本
ゴ
寸
政
優
婆
牢
日
専
授
与
の
恥
仰
木
尊
集
第
四
八
ま
で
、
迫
文
に
於
て
は
全
年
五
月
廿
二
日
の
訴
同

御
告
ま
で
は
、
金
剛
界
の
大
日
の
和
子
守
鐙
〈
戸
空
子
を
問
レ
。

又
仰
木
尊
は
人
ゴ
年
七
月
実
和
寺
恥
の
伽
本
尊
家
釦
む
九
、
道
又
は
人
工
今
六
月

廿
二
日
の
目
女
御
前
和
返
事
以
後
は
、
両
部
不
二
一
字
金
将
の
大
日
の
称
子
戎
勃
噌
臨

σぉ
ZHHH
に
安
っ
た
こ
と
で
あ
る
c

こ
れ
に
対
し

て
は
宗
祖
御
自
身
に
於
て
は
、
遺
文
等
に
も
何
等
伽
説
明
も
見
な
レ
故
に
何
故
か
は
全
く
こ
れ
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
レ
が
、
時
真
一
τ
一口帥が

多
く
焚
字
を
花
押
の
代
り
に
使
用
せ
る
に
m
お
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

c
E
つ
中
関
に
於
て
は
署
名
を
草
告
で
普
く
こ
と
か
ら
紅
っ
た
と



い
ふ
如
く
、

党
字
の
花
押
は
悉
昌
宏
字
の
草
書
体
と
い
え
よ
う
、

往
古
に
花
押
を
署
名
に
代
え
た
の
が
、
後
世
は
署
名
と
重
複
し
て
用
い
ら

る
L
に
至
っ
た
と
い
ひ
、

又
花
押
は
草
書
以
外
に
縁
起
よ
い
字
或
は
、

正
反
対
の
字
を
用
い
た
と
も
い
は
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
就
て
は
撰

時
紗
に
三
度
の
高
名
の
下
に

殊
に
真
言
宗
が
此
国
土
の
大
る
な
わ
ざ
は
ひ
に
て
候
な
り
、
大
蒙
古
を
制
伏
せ
ん
事
京
三
一
い
叫
に
仰
せ
付
け
ら
る
べ
か
ら
ず
。
若
大
事
を

真
言
師
調
伏
す
る
な
ら
ば
、

い
よ
／
＼
い
そ
い
で
此
酎
ほ
ろ
ぶ
ベ
し
。

ハ－

O
五
三
〉

等
と
述
べ
、
こ
れ
に
依
れ
ば
、
宗
祖
は
全
く
反
対
の
大
日
の
純
子
を
花
押
と
し
、
且
つ
法
草
真
一
＝
一
口
勝
劣
事
に
真
言
ム
川
崎
修
法
本
尊
た
る
二
明

王
を
「
不
動
・
愛
染
等
の
降
伏
の
形
」

（三

O
九）

と
仰
せ
ら
れ
し
如
く
、
宗
組
は
降
伏
形
の
訟
に
依
て
両
大
日
の
利
子
を
花
押
と
問
レ

ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
孔
つ
鈴
木
教
授
の
研
究
に
依
れ
ば
鍵
字
の
花
押
は
、
文
永
五
年
間
凡
五
日
の
安
国
論
御
勘
白
米
以
来
則
い

右
の
か
さ
仮
定
に
立
っ
て
文
永
以
来
建
治
年
間
迄
金
剛
界
大
日
の
種
子
鍵
字
を
問
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
由
来
観
智
儀
は
そ
の
長
茶
縦
は
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ら
れ
た
と
い
へ
ば
、
兵
三
一
口
亡
国
と
は
全
く
法
華
の
立
正
安
国
論
た
る
、
「
三
界
仏
間
」
即
ち
四
海
帰
妙
に
反
す
る
邪
法
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

語
刊
室
塔
品
に
依
る
胎
政
界
の
小
台
八
葉
式
に
依
り
、
密
修
の
修
法
は
木
円
寿
量
日
聞
の
無
量
士
対
決
定
如
来
の
真
弓
一
一
U

に
依
る
、
金
剛
山
什
の
五

和
成
身
法
に
依
れ
る
よ
り
行
林
紗
等
に
は
両
密
に
於
て
は
両
部
合
成

ω儀
軌
と
同
町
び
、
且
つ
法
撃
の
述
本
二
円
合
成
の
密
軌
と
も
桝
せ
ら

、

一

一

一

、

、

：

れ
（
正
蔵
、
七
十
ノ
七
」
て
し
る
。
さ
れ
は
我
カ
長
茶
縦
に
対
し
寿
量
文
民
五
字
を
唱
え
る
こ
と
は
儀
軌
の
両
密
合
成
の
修
法
を
純
法

華
の
修
行
と
し
て
、
一
行
以
来
五
百
余
年
に
豆
る
、
顕
密
雑
乱
を
純
法
華
の
上
に
棄
却
し
た
も
の
と
併
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
似
し
文
永

建
治
の
長
奈
維
は
題
日
中
台
、
二
仏
善
徳
・
十
万
四
菩
薩
八
葉
の
法
華
一
二
部
に
立
つ
胎
服
株
式
な
る
故
に
、
金
剛
大
日
の
花
押
を
以
て
こ

れ
に
対
し
て
、
法
辛
勝
真
一
一
一
一
口
の
お
刊
教
超
過
の
意
を
表
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
然
る
に
仏
友
に
至
つ
て
は
善
徳
十
方
を
去
り
、
正
し
く

本
円
八
品
の
怠
に
立
ち
、
純
法
華
本
門
様
式
と
な
れ
る
故
に
両
部
不
二
の
大
日
の
勃
瞬
時
純
子
を
以
て
、
法
辛
勝
真
言
の
怠
を
一
層
明
か



に
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

古
来
円
安
茶
靴
に
於
け
る
建
治
仏
安
の
相
迭
を
治
文
小
の
二
千
二
百
二
十
三
十
の
具
に
依
て
未
再
治
再
治

等
と
述
べ
ら
る
』
は
二
往
建
治
弘
交
の
黙
で
は
あ
る
が
、
併
し
今
は
勧
前
式
に
於
け
る
笹
川
似
十
方
の
有
無
、

更
に
こ
れ
を
花
押
の
上
に
判

別
す
れ
ば
、
右
の
如
き
憶
惣
を
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
、

要
す
る
に
我
が
大
蛇
茶
維
は
一
行
の
盗
台
以
来
就
中
台
密
小
心
の
顕
密
雑
乱

の
法
禁
法
の
円
安
茶
維
を
純
法
恭
顕
教
の
上
に
窯
凶
し
、

彼
の
三
密
を
似
し
、

天
台

K
教
等
の
遮
門
辺
倒
を
超
へ
て
、

此
の
三
秘
を
創
造

し
、
本
門
の
三
泌
随
一
の
本
尊
即
ち
目
安
奈
維
と
し
て
閉
鎖
せ
ら
れ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

若
し
題
白
に
就
て
は
宗
祖
は
常
に
神
力
別
付
と
仰
せ
ら
れ
、
就
山
γ
玄
一
訟
の
五
車
十
弘
、
併
に
文
句
十
の
「
総
結
二
経
一
唯
四
而
巳
、

共
枢
柄
一
而
授
二
与
之
こ

（
正
政
三
四
一
四
二
」

と
も
「
略
挙
－
一
経
地
日
立
牧
二
部
こ

（
「
全
上
、
一
二
四
三
一
一
）

古一

r
コ
只
こ
ι
d
H

〈
一

1
0
由
市

l
トノ

7

女

く
、
天
ム
口
の
釈
義
氏
依
存
せ
る
こ
と
は
、
寿
口
一
民
文
民
の
一
念
三
千
と
い
い
、
妙
体
宗
別
教
の
五
重
玄
の
五
字
等
と
近
ば
さ
る
h

に
依
て
明

か
で
あ
る
が
、
併
し
開
目
妙
に
方
便
品
、
担
般
市
経
、
四
論
玄
義
記
、
古
川
肌
此
．
玄
義
、
大
論
の
二
経
凶
釈

ω
文
を
引
き
・
更
に
無
mx
の
法

山
中
肝
心
真
言
を
引
き
、
正
妙
両
法
草
経
乞
引
き
「
又
妙
法
蓮
草
経
の
上
に
南
川
知
の
二
字
を
お
け
り
、
南
無
妙
法
蓮
華
経
こ
れ
な
り
、
妙
者

見
足
、
六
者
六
度
万
行
、
諸
の
並
口
薩
の
六
度
万
行
を
具
足
す
る
子
う
を
き
か
ん
と
を
も
う
」
（
五
六
O
〉
と
述
べ
、
更
に
本
尊
紗
に
至
つ

て
は
右
六
文
の
最
初
に
、
無
量
義
経
の
「
雌
米
レ
得
三
修
行
ニ
六
波
縦
統
一
、
六
波
縦
密
自
然
在
前
」
の
文
を
引
き
、
「
私
加
一
一
会
通
一
如
レ
誤

－
一
本
文
一
」
と
述
べ
、
受
持
譲
与
を
説
け
る
こ
と
は
、
日
女
御
前
御
返
事
に
修
善
寺
決
の
道
遂
相
伝
（
全
三
七
一
二
）
五
修
制
修
の
妙
行
（
一

ゴ
一
七
七
）
と
同
志
で
あ
る
が
、
こ
れ
不
空
の
俄
軌
に
「
受
ニ
持
此
妙
法
起
芋
経
－
速
ね
ニ
成
就
こ
と
説
け
る
意
に
合
致
す
る
も
の
で
、
阿
裟
一
持

紗
に
は
決
定
如
来
の
真
言
を
「
是
寿
良
品
之
肝
心
良
一
一
コ
口
也
o

以
ニ
心
力
量
日
間
一
寸
日
一
真
言
一
」
（
仏
全
三
七
二
七
六
）
と
説
を
「
、
党
利
紗
に
は
無
民
の
肝

心
真
言
を
挙
げ
「
此
真
言
説
畢
為
一
一
法
草
経
一
部
前
了
こ
（
仏
全
四
六
一
四
六
）
と
述
べ
、
叉
行
林
紗
に
も
川
被
災
の
肝
心
真
一
一
一
一
日
を
引
き

（
正
政
七
六
一
二
六
）
等
と
述
ぶ
る
に
勘
え
て
、
自
ら
南
側
山
妙
法
建
華
経
の
七
字
の
題

三
一
一
六
、
二
、
二
八
）

「
以
ニ
肝
心
真
言
中
法
華
党
詔
一
為
一
一
本
尊
去
二
百
こ

日
は
、
自
ら
一
種
の
法
草
兵
三
口
と
併
せ
ら
れ
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

J
J
V
A
 

U
知
二
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